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表紙壁画『創造の広場』 1991年 猪 熊 弦一郎

縦 1150cm
四

横 2157cm

材質 大理石（ギリシア産）

御影石（岐阜 ・美濃産）

撮影 フォトス高橋章
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』．『壁画の主題になっている馬は、人間 をはじめとする生き物の代表として描いたものです。壁画のあるゲートプラザには、

壁画のほかに彫刻類もあり、この広場に立ったとき 、空間の広さと美しさを感じ、それぞれの人に新たな創造の意欲がわき

出るような広場にしたかったのです』 猪熊弦一郎



美術館設立に寄せて

『私が少年時代を過ごした、想い出深い丸亀の地に

この美術館が建てられた事を大変嬉しく思います。

現代美術を専門に展示する美術館は、全国的にもユ

ニークであり、丸亀市民の皆様の力で建設されたこ

の美術館によって、まち全体が文化的な環境になっ

て行くことを期待しています』

猪熊弦一郎

cFrancis Haar 



凡例

作品リストは自主企画にのみ

掲載した。作品のサイ ズは縦

x横cm、立体作品については

閥さ x幅x奥行cmで記した。

また、猪熊弦一郎の作品の所

蔵者は、特に記していない場

合は当館である。
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ー 沿革

1987年 （昭和62年）10月

1988年 （昭和63年）1月

7月

8月

9月

9月

11月
1989年 （平成元年）2月

3月

5月

9月

11月

12月
12月

1990年 （平成 2年）3月

1991年 （平成 3年）3月

3月

3月

6月

9月

10月
11月

11月
1992年 （平成 4年）3月

5月

10月
12月

1993年 （平成 5年）4月

5月

9月
1994年 （平成 6年）5月

8月
1995年 （平成 7年）4月

1996年 （平成 8年）4月

5月

5月

9月
1997年 （平成 9年）7月

1998年 （平成10年）11月

丸亀市が市制90周年事業 として

猪熊弦一郎美術館の建設を発表

美術館建設懇談会設置

美術館建設懇談会、市長に意見書提出

美術館建設基本構想策定

美術館基本設計委託

丸亀駅前地下駐車場建設工事着工

美術館準備室設置

美術館基本設計完了

美術館実施設計委託

美術館基本設計変更案決定

美術館実施設計完了

美術館建設工事着工

美術館建設工事起工式

猪熊弦一郎か ら丸亀市へ「夜」「猫に寄せる歌」

「二つの岸A」等、第一回分として作品1000点を寄贈

丸亀駅前地下駐車場建設工事竣工

JR丸亀駅南口広場の整備工事完成

定礎式と壁画「創造の広場」除幕式

猪熊弦一郎に名誉市民賞授与さ れる （丸亀市第 1号）

美術館建設工事竣工

丸亀市美術館条例制定

美術館の愛称が「MIMOCA」に決定

落成式

一般公開 (23日）

入館者 5万人達成 (28日）

猪熊弦一郎から丸亀市長とのかねてからの約束に

基づき所有する作品等を市に寄贈する主旨の文書提出

入館者10万人達成 (9日）

第26回サイン ・デザイン賞受賞

財団法人ミモカ美術振興財団設立

猪熊弦一郎、 東京にて死去 (17日、満90歳）

第34回建築業協会賞受賞

第 7回村野藤吾賞受賞

入館者30万人達成 (4日）

ミモカフレンド発足

第 5回公共建築賞（主催：社団法人 ・公共建築協会）、特別賞受賞 (3日）

休館日改定 （月曜日休館を廃止し、元旦より開館へ）

料金体系改定 （大学生料金を一般料金と分離し、高校生以下無料に）

開館時間変更 （午前10時から午後 6時まで）

入館者50万人突破 (15日）

インターネ ット(www)にホーム ページ開設 (5日）

美術館南北の市道の愛称を「美術館通り」、 「いのくま通り」と設定

建設省設立50周年記念 「公共建築百選」に選出

- 1 -



II 
展覧会事業

・1 展覧会一覧
(1995-1998) 

No 展覧会名 会 期

22 猪熊弦一郎の世界 作品とコ レクション （年報1991~ 1994参照）

1995（平成 7年度） 23 版画にみる マティスの世界

24 ドウエイン・ハンソン展

25 イサム・ノグチと勅使河原宏展

26 マーク・ロスコ展

27 猪熊弦一郎妻の肖像展

28 小磯良平と猪熊弦一郎展

1996（平成 8年度） 29 アントニ・タピエス

30 ィンサイドス トーリー 同時代のアフリカ美術

31 シンディー・シャーマン展

32 森村泰昌展 ー「女優シリーズ」より一

33 リチャード・マイヤーとフランク・ステラ

ー建築と絵画の接点ー

34 佐藤忠良と猪熊弦一郎展

1997（平成 9年度） 35 ジム・ダイン展 一身体の比喩

36 イサム・ノグチと三宅一生 アリゾナ

37 ロバート ・メイプルソープ展

38 丸亀城築城四百年記念丸亀藩京極家名宝 野：々村鳥イニ濯り展

39 いす・ 100のかたち

ヴィ トラ ・デザイン ・ミュージアムの名作

40 猪熊弦一郎の宇宙 ー顔曼陀羅一

41 ピカ ‘ノ「愛とエロチシズム」 ピエロ・クロムランク版画コレクション

1998（平成10年度） 42 バスキア展

43 ジョルジュ ・ブラ ック回顧展

44 猪熊弦一郎と子どもたち

45 森村泰昌〔空装美術館〕 ー絵画にな った私

46 開館 7周年記念 荻須高徳と猪熊弦一郎展

47 大藪雅孝展 浸透する まなざし

48 猪熊弦一郎展 スペースの散歩

95年3月5日～95年5月7日

95年5月13日～95年6月11日

95年7月2日～95年8月27日

95年9月10日～95年11月5日

95年11月11日～95年12月24日

96年 1月3日～96年2月25日

96年3月10日～96年 5月6日

96年5月12日～96年6月30日

96年7月7日～96年9月1日

96年9月8日～96年10月13日

96年9月8日～96年10月13日

96年10月26日～97年 1月5日

97年 1月18日～97年3月30日

97年4月12日～97年6月8日

97年6月22日～97年8月31日

97年9月6日～97年10月19日

97年10月25日～97年11月3日

97年11月8日～97年12月14日

97年12月20日～98年3月1日

98年3月7日～98年4月12日

98年4月18日～98年5月31日

98年6月6日～98年7月19日

98年7月25日～98年8月23日

98年8月30日～98年10月18日

98年10月25日～98年12月20日

99年 1月1日～99年 1月31日

99年2月6日～99年3月31日
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25ィサム・ノグチと勅使河原宏辰

会期 1995年 9月10日（日）～11月 5日（日）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

共催朝日新聞社， NHK高松放送局，瀬戸内海放送

後援 財団法人草月会

協 力株式会社オゼキ ，ヤマギワ株式会社

20世紀を代表する世界的彫刻家イサム ・ノグチは彫刻

という分野にとどまらず、庭園を主題とした環境芸術や

舞台芸術にと幅広く活躍したが、その根底に流れていた

のは、東西の文化を結合した「地球人」としての思考で

あったと 言える 。そうした中で生み出されたのが、岐阜

提灯からヒン トを得た、照明器具 「あかり 」である。

一方、草月流家元であり、また映画監督などに多彩な

才能を示している勅使河原宏は1973年、福井県宮崎村に

「草月陶房」を開設、力強さと重厚さを持つ作品を数多

く制作している 。近年は新たな試みとして素材に竹を求

め、多彩なフォルムでの表現をおこなっている 。この 2

人の芸術家に共通する概念は「作品が生き、周囲の空間

にも生命を与え、また人間がその中に入っていくことに

より、作品と共に空間を体験する」ということである。

故ノグチと親交の篤かった勅使河原により展示構成さ

れたノグチの「あかり」と、自ら制作した「陶器」を中

心とする作品により、 当美術館の独特な内部空間に創作

される新しい美を紹介した。
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イサム•ノグチと勅使河胴宏展
1995年9月10日'6→11月5日旧丸亀市猪煎弦一郎現代美術館
雙aV,.、9工9•U’’t:•7,,.. n , ." -19.• "R̀』、’"．,.`曇●了m』9●"'"""・"・

四 と●9主．守．門！．芯m•土ば．~，:竺認i.”·t．呼ば．今ヤふ lヽヽ

関連企画

記念座談会

9月10日（日） 13時～

テーマ 「イサム ・ノグチを語る」

パネラー 谷口吉生（建築家）

勅使河原宏
（出品作家，草月流家元，映画監督）

堂本尚郎（洋画家）

司会者 吉村良夫（前朝日新聞社学芸部編集委員）

会 場 2階ミュージアムホール

入場料無料

聴講者数 319人

コンサート

10月21日（土）

「クリストフ ァー遥盟・尺八の世界ーイサム・ノ グ

チに捧げる悠久の音ー」

出演者 クリス トファー遥盟・ブレイズデル（尺八）

きむらみか（声楽），川村京子（山田流拳曲）

入場者数 10,001人
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イサム・ノグチ作品と 、勅使河原作品によるインスタレーション
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27猪熊弦一郎妻の肖像展

会期 1996年 1月3日（水）～ 2月25日（日）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

猪熊弦一郎の画業は大正後期に始まり、昭和、平成と

70年に及ぶ。生涯人を愛し常に少年の好奇心と新しいも

のに挑戦する勇気を持ちつづけた。渡欧しマチスに指導

を受けた戦前のパリ時代、ニューヨークの魅力に取りつ

かれそこにアトリエを構え、 20年間を過ごしたニューヨ

ーク時代、そして、その後のハワイ・東京での生活、い

つの時代にも画伯のかたわ らには、生き生きと輝く文子

夫人の姿があった。猪熊画伯は1926（大正15)年、ピアノ

教室で知り合った片岡文子と結婚。その年新婚の婦人を

モデルに描いた「婦人像」で第 7回帝展に初入選、以来、

パ リ留学中のフォービスム的な作品、戦後マチスの強い

影響下にあった頃の作品を始め、画伯の描く 具象画の作

品の多くは夫人をモデルにしたものであった。

1988（昭和63)年に文子夫人を失った直後、画伯の作品

に突然無数の「顔」が描かれるようにな った。画伯の芸

術生活を支えつづけてきた最愛の夫人との永訣の深い悲

しみは、 言葉につくせないものであった。猪熊画伯は語

っている。「私の最もよき理解者であり、また、 素晴ら

しいモデルであった家内を亡くして、身の置き所のない

悲しみに包まれた。空虚な気持ちの まま、スケ ッチブッ

クに向かった。何を描こうというのではないが、何か描

かずにはいられなかった。家内の思い出をたどりながら

描くうちに家内がでてこないかとただひたすら描いた。

そのうち顔がでてきた。」祈りにも似た気持ちで描いた

この「顔」の連作を「曼陀羅」と呼ぶ人もいる。

温かく優しい文子夫人をモデルとして生み出された愛

情あふれる数々の作品は、観覧者に深い感動と安らぎを

与えた。

猪熊弦一郎 妻の肖像展
'96年1月3日水丑 月25日日 頑市猪熊弦一郎1且代美術館

掘 鳳

入場者数 4,138人
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作品リスト

番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ 所 蔵

1 婦人像 1926 油彩・カンヴァス 116. 8 X 91. 0 

2 座像 1929 油彩・カンヴァス 145. 0 X 101. 0 香川県文化会館

3 水差 しを持てる女 1930 油彩・カンヴァス 145. 5 X 112. 0 

4 灰色の服 1933 油彩・カンヴァス 145. 5 X 112. 5 

5 ピアノの前 1934 油彩・カンヴァス 180. 0 X 290. 0 

6 海と女 1935 油彩・カンヴァス 180. 1 X 288. 7 

7 二人 1936 油彩・カンヴァス 194. 0 X 130. 0 

8 支那服の女 1936 油彩 ・カンヴァス 145. 0 X 112. 0 

， 妻と手袋 1939 油彩・カンヴァス 80. 8 X 60. 0 

10 サクランボ 1939 油彩・カンヴァス 80.4X 65.4 

11 赤い上着 1939 油彩・カンヴァス 72. 7 X 60. 5 香川県文化会館

12 ヴァイオリンを持てる女 1940 油彩 ・カンヴァス 80. 6 X 60.4 

13 葉をくわえた女 1940 油彩・カンヴァス 65. 0 X 46. 0 香川県文化会館

14 黄色いスカートの婦人 1946 油彩・カンヴァス 80. 5 X 64. 5 

15 猫と文子 1949 油彩・カンヴァス 79. 0 X 64. 5 

16 箱の中の子猫 1949 油彩・カンヴァス 80. 5 X 65. 0 

17 婦人と猫 1949 油彩・カンヴァス 80. 0 X 64.1 

18 赤い服と猫 1949 油彩・カンヴァス 73. 0 X 61. 0 裔松市美術館

19 妻と赤い服 1950 油彩・カンヴァス 116. 5 X 91. 0 

20 壺 と婦人座像 1950 油彩・カンヴァス 80. 0 X 65. 0 

21 顔 20D 1989 アクリル・カンヴァス 126. 0 X 90. 8 

22 顔 lOB 1989 アクリル・カンヴァス 130. 3 X 97.1 

23 顔 20A 1989 アクリル・カンヴァス 127.QX 96.3 

他デッサン62点
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28,jヽ磯良平と猪熊弦一郎展

会期 1996年 3月10日（日） ～ 5月 6日（月）

主催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

共催 読売新聞大阪本社，西日本放送

後 援 NHK高松放送局，瀬戸内海放送

日本を代表する洋画家 ・小磯良平 (1903-1988)と猪

熊弦一郎 (1902-1993)は、生涯にわたる親友であり，

良きライバルであった。

1922（大正11)年二人は東京美術学校（現 ・東京芸術大

学）に入学 し、ともに藤島武二の薫陶を受け1927（昭和

2)年には、同期生による「上杜会」を結成した。二人

は俊才ぞろいの同級生の中でも早くから頭角をあらわ

し、昭和初期に帝展を舞台に活躍した。1936（昭和11)年

二人は帝展のあり方をめぐって紛糾した画壇に訣別し、

7人の同志とともに自由な立場で自らの芸術的信念を貰

くために「新制作派協会」 を設立した。その後、新制作

協会の活動などを通じて二人の親交は小磯が亡くなるま

で変わること はなかった。

小磯は、西洋の古典を範と しながら優れた描写で品格

のある清潔な作品を描き続けた。一方、猪熊は、フラン

ス留学でマティスの影響を受け、更にフランスヘの再留

学の途中立ち寄ったニュ ーヨークの魅力にひかれ、画風

は半抽象を経て本格的な抽象へと展開した。正反対とも

言える性格と画歴でありながら 、二人は生涯良きライバ

ルとして互いを尊敬し、また互いに勇気づけられたとい

われている 。

本展では、小磯の没後 7年、猪熊の没後 3年を期に、

二人の画業と深い友情を回顧した。
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関連企画

記念講演会

小磯良乎 と猪熊弦一郎展
'9o/3"10仁 5,？6月臼色質聾熙遵現代美術館
V● •9.,.•`.,., AU 、ヘ~ 9 • • •JH ・」直ら●’”’

9 9 9’̀．, 9m m., 
"・ •ゎ

3月10日（日） 14時～

テーマ 「小磯良平の芸術」

‘‘ 

講 師 島田康寛（京都国立近代美術館学芸課長）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 157人

入場者数 12,607人



小磯良平作品リスト

番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ 所 蔵

1 さより 1921-22頃 油 彩 24. 5 X 45. 0 神戸市念立小磯
記美術館

2 着物婦人像 1925 湘彩 52. 8 X 52. 3 
兵庫県立近代

美術館

3 自画像 1925頃 油彩 30.1 X 30. l 
兵庫県立近代

美術館

4 和装婦人 1926 油彩 91.0X 72.0 神戸市立小磯
記念美術館

5 スペインの女 1928 油彩 95. 0 X 80.4 
兵庫県立

近代美術館

6 踊り子 1938 
兵庫県立兵庫

油彩 130. 0 X 97. 5 高等学校武陽会

7 腰かける婦人 1938 油彩 61. 0 X 55. 0 
兵庫県立

近代美術館

8 働く人と 家族 1939 油彩 89.5Xl30.5 
兵庫県立

近代美術館

， 裁縫する婦人 1940頃 油彩 64. 8 X 40. 8 神戸市立小磯
記念美術館

10 踊り 子 1940頃 油彩 71. 7 X 40. 6 神戸市念立小磯
記 美術館

11 k夫人ポートレート 1950 油彩 35. 2 X 26. 9 
神戸市立小磯

記念美術館

12 少女像 （肩かけをした少女） 1951 油彩 73. 0 X 60. 7 
神戸市立小磯

記念美術館

13 絵を描く男 1952 油彩 91. 0 X 60. 5 神戸市立小磯
記念美術館

14 婦人像 1953 油彩 91.QX 64.0 姫路市美術館

15 麦刈 り 1954 油彩 162. 0 X 130. 0 姫路市美術館

16 室内の少女 1956 油彩 97. 0 X 106. 0 神戸市立小磯
記念美術館

17 かぼちゃのある静物 1957 油彩 99. 0 X 91. 0 神戸市立小磯
記念美術館

18 室内 1957 油彩 106. 0 X 97. 0 姫路市美術館

19 家族 1958 油彩 106. 0 X 97.1 神戸市立小磯
記念美術館

20 ク泡ヒ‘、 1958 湘彩 139. 0 X 130. 0 姫路市美術館

21 ィ9ヒ, 1960 油彩 77.6X 57.4 神戸市立小磯
記念美術館

22 ヨットハーバー 1960 油彩 61. 0 X 72. 5 兵庫県立
近代美術館

23 庭 1960頃 油彩 65. 0 X 45.4 
神戸市立小磯

記念美術館

24 アト リヱにて 1962 油彩 79. 7 X 79. 7 神戸市立小磯
記念美術館

25 静物（オルゴー ル人形のある） 1964 湘彩 116. 0 X 91. 0 
神戸市立小磯

記念美術館
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番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ 所 蔵

26 浅田氏像 1964 油彩 90. 5 X 73. 0 
兵庫県立

近代美術館

27 ざくろ 1970 油彩 38. 0 X 45. 5 
兵庫県立

近代美術館

28 船のある静物 1977 油彩 90. 0 X 91. 0 姫路市美術館

29 コートを着た人形 年不詳 油彩 65.4 X 52. 8 
神戸市立小磯

記念美術館

30 リュートとバイオ リン 年不詳 、i白彩 50. 0 X 72. 5 
神戸市立小磯

記念美術館

31 リュートを弾く婦人 年不詳 油彩 91. 0 X 60. 5 
神戸市立小磯

記念美術館

32 自画像 年不詳 油彩 30 4 X 30 0 丸亀市猪熊弦一郎
. • 現代美術館

〈素描〉

番号 作 品 名 制作年 材 斤只斤 サイズ 所 蔵

1 雑誌を見る 二人 1937 鉛筆 40. 0 X 32. 0 
神戸市立小磯

記念美術館

2 休息する踊子 1939 鉛筆 37.3X 27.8 
神戸市立小磯

記念美術館

3 婦人座像 1943 水彩 63. 4 X 47. 8 
神戸市立小磯

記念美術館

4 異人館風景 1945 鉛箪 26.1 X 36. 6 神戸市念立小磯
記美術館

5 横向きの婦人 1949 木炭 63. 5 X 48. 0 
神戸市立小磯

記念美術館

6 服をぬぐ女 1952 コンテ・クレヨン・パステル 63. 8 X 48. 0 
神戸市立小磯

記念美術館

7 母子像 (B) 1954 水彩・パステル 63. 3 X 47. 6 神戸念市立小磯
記美術館

8 手と足の習作 1955 コンテ 63. 5 X 48. 2 
神戸市立小磯

記念美術館

， 木をかつぐ男 1955 サンギーヌ 63. 8 X 48. 0 
神戸市立小磯

記念美術館

10 髪をすく女 1955 サンギーヌ 47.3X 64.3 
神戸市立小磯

記念美術館

11 膝を付く大原女 1957 サンギーヌ 63. 5 X 48.1 
神戸市立小磯

記念美術館

12 眠る子供 1958 鉛籠 31.3X 47.9 
神戸市立小磯

記念美術館

13 帆船のある風景 1960 水彩 30.0X 39.9 
神戸市立小磯

記念美術館

14 教会 1960 コンテ 37.0X 53.8 
神戸市立小磯

記念美術館

15 ヴァンス ・ホテルド ・プロヴァンス 中庭 1960 竹ペン 62.5X 49.0 
神戸市立小磯

記念美術館
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番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ 所 蔵

16 桟橋 1962 ペン 神戸市念立小磯
36. 5 X 46. 6 記 美 術 館

17 舞妓 1965 鉛筆
神戸市立小磯

32.1 X 24.1 記念美術館

18 室内風景 1965 ペン
神戸市立小磯

49.9X 64.5 記念美術館

19 横たわる裸婦 1966 水彩・ペン
神戸市立小磯

45. 0 X 62. 9 記念美術館

20 群像（カフエテラス） 1973 パステル •水彩 神戸市念立小磯
57. 3 X 77. 5 記美術館

21 バイオリンを弾く婦人 1973-74 パステル 神戸念市立小磯
65. l X 50. 0 記美 術 館

22 赤いマントの外国婦人 1980 パステル
神戸市立小磯

65.1 X 49.8 記念美術館

23 ストライプのセーターの外国婦人 1982 パステル
神戸市立小磯

65. 2 X 50. 0 記念美術館

24 花のある室内 1984 パステル
神戸市立小磯

65. 0 X 50. l 記念美術館

25 バレリーナ 年不詳 パステル
神戸市立小磯

65. 3 X 50. 0 記念美術館

26 花と虫 1963-64 エッチング
神戸市立小磯

41. 2 X 35. 2 記念美術館

27 静物 1968-69 エッチング
神戸市立小磯

50. 0 X 38. 5 記念美術館

28 ィ9ヒ, 年不詳 アクアチント・エッチング 44. 0 X 52. 8 神戸記市念美立小術館磯

29 オレンジ色のドレスの人形 1977 リトグラフ 神戸市念立小磯
52. 0 X 36. 0 記美術館

30 紫のコスチュームの人形 1984 リトグラフ
神戸市立小磯

75. 0 X 54. 0 記念美術館
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猪熊弦一郎作品リスト

番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ

1 自画像 1925 油彩 ・カンヴァス 37.8X 37.8 

2 星都市 1980 アクリル・カンヴァス 111. 8 X 96. 6 

3 黒の中に住む褐色の世界 1981 アクリル・カンヴァス lll.5X 96.0 

4 宇宙は機械の運動場 No.2 1981 アクリル・カンヴァス 200. 0 X 250. 0 

5 スペース都市 1982 アクリル・カンヴァス 127. 0 X 96.4 

6 ハイウェイパ トロール 1983 アクリル・カンヴァス 151. 0 X 121. 5 

7 出発 1983 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 5 

8 星からの手紙 ラブ2 1983 アクリル・カンヴァス 200. 0 X 250. 2 

9 ノーチラス（オーム貝）の感性 1984 アクリル・カンヴァス 121. 5 X 101. 0 

10 五月金曜日 1985 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 122. 0 

11 星座の会話 1986 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 122. 0 

12 部屋と惑星 1986 アクリル・カンヴァス 127.2X 96.0 

13 黄色の星座 1986 アクリル・カンヴァス 182. 0 X 152. 0 

14 二つの門 1987 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 121. 0 

15 顔 15 1988 アクリル・カンヴァス 135. 9 X 121. 1 

16 顔 25 1988 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 0 

17 顔 36(B) 1988 アクリル・カンヴァス 130. 3 X 97.1 

18 顔 43 1988 アクリル・カンヴァス 121. 4 X 101. 5 

19 顔 10 B 1989 アクリル・カンヴァス 130.3X 97.1 

20 鳥とヴィーナス 1990 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 130. 3 

21 裸子1顔13鳥2 1991 アクリル・カンヴァス 127.0X 96.2 

22 裸子1顔40鳥6 1991 アクリル・カンヴァス 162. 0 X 131. 0 

23 黒鳥の休日 1991 アクリル・カンヴァス 127.0X 92.0 

24 カガシと顔達 1993 アクリル・カンヴァス 121. 0 X 101. 5 

25 夜明けの鳥達 1993 アクリル・カンヴァス 126. 2 X 90. 9 

26 顔 ・鳥 1993 アクリル・カンヴァス 96. 0 X 66. 0 

27 カガシと鳥達 1993 アクリル・カンヴァス 110. 7 X 91. 0 

28 マスクとスペース 1993 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 162. 0 

29 カガシと鳥の対話 1993 アクリル・カンヴァス 126. 2 X 95. 8 

30 ダボと カガシ 1993 アクリル・カンヴァス 120. 8 X 101. 4 

31 鳥達の遊び 1993 アクリル・カンヴァス 151. 9 X 122. 0 

32 顔 ・鳥 ・犬 1993 アクリル・カンヴァス 126. 5 X 95. 9 

33 風車と鳥 1993 アクリル・カンヴァス 137. 0 X 122. 0 

34 裸子と鳥 1993 アクリル・カンヴァス 137. 0 X 121. 9 

34 ランドスケープ KF 1973 アクリル・紙 101. 0 X 75. 5 
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29 アントニ・タピエス

会

主

期

催

共

協

催

力

巡回先

1996年 5月12日（日）～ 6月30日（日）

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

四国新聞社 ，西日本放送

Exhibition directed by the Fundacio Antoni 

麻 piesin collaboration with Art Life Ltd. 

1996年 8月10日（土）～ 9月12日（木）

新潟市美術館

1996年 9月21日（土） ～11月4日（月）

群馬県立近代美術館

1996年11月14日（木） ～12月25日（水）

キリンアートス ペース原宿
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アントニ ・タピエス (1923-) の20年ぶりに日本で開

催された本展は、作家自身とバルセロナのアントニ・タ

ピエス財団の全面的な協力を得て作品選定がなされ1950

年代から最近作に至るまでの代表作により構成された。

現代スペインを代表する芸術家タピエスは、

要素を背景とする

カタルー

ニャ地方バルセ ロナに生まれた。作品は、初期のシュル

レアリスム風の表現から 、土や砂を混ぜ合わせ、ほろ布

を貼ったコラージュ、厚塗り、麦わらや紐、引 っかき傷

を混在させたアンフォルメル芸術の影響を色濃く見せる

作品へと移行した。実存主義や東洋思想にも強く感化さ

れたタビエスだが、その作品はフランコ政権下で抑圧さ

れた悲劇的歴史をもつカタルーニャ地方の文化的政治的

1由な精神、自発的表現が誕生する場

として平面上に顕在している 。

今展では欧米に比べ 日本ではあまり紹介されることの

なかったタビエスの作品34点を通してタピエス自身の精

神の軌跡をたどり、その全貌にふれた。
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講

関連企画

記念講演会ー I

5月12日（日） 14時～

テーマ 「スペイン現代美術ーI
を中心として」

田澤耕（バルセロナ大学現代語研究所日

本語専任主任講師）

2階ミ ュージアムホール

75人

師

会場

聴講者数

カタルーニャ

記念講演会ー II

6月9日（日） 14時～

テーマ 「スペイン現代美術ー II
スの次にくるもの」

三木 俊 治（東京造形大学教授彫刻家）

丸亀新聞放送会館モトリス 7階

80人

タピエ

師

場

数者講

講

会

聴

入場者数 6,009人
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32 森村泰昌辰
-「女優シリーズ」より一

会

会

主

期

場

催

1996年 9月8日（日） ～10月13日（日）

展示室B

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

森村泰昌展—女優シリーズより一
'96年9月8日I日］►10月 13日旧＇ 丸ai'li茫熊弦一郎現代美術館

99,.，9』1●I`●911"199S9 9ヽJ9/1u●●9●" 
T"’.＂97以 9;；ふん

●闘●● シカ砂←つン・ Iヽヽ

森村泰昌は京都市立芸術大学卒業後、1985年にゴッホ

の自画像の複製とセルフポー トレイトを合成した写真作

品を発表し、注目を集める。その後も美術史、写真史上

に名高い作品からマドンナやマイケル ・ジャクソンに至

るまで、自ら扮装し、またコンピューターを用いてオリ

ジナル作品とそこに登場する人物、あるいは顔の部分だ

けを巧みに合成するという手法で作品を発表してきた。

これらの作品は森村にと って 「セルフ ・ポートレイ ト

＜圭コ
W
-
a
O乏
文
の
＜
乏
コ
s
v
>

（自写像）」でもある。森村が試みているのは、 オリジナ

ルを模倣して制作するのではなく、過去の価値観に対す

る森村自身による現代の解釈とも言える。

「女優シリーズ」では、森村が我々の生きている20世

紀という時代を「映画」という現象を通して検証し、 21

世紀を「いかに生きるか」という指針を見出した。1996

年横浜美術館で開催された「美に至る病ー女優になった

私」展への出品作と新作、 32点と作品の撮影に使用され

た靴82点を展示。常に「私」が何者であるかという森村

の問いかけを提示する展示を行なった。

「シンデイ ・シャ ーマン展」と 同時期の開催という点

でも注目を浴びた。

＂じ閏士

関連企画

森村泰昌によるトークと映像発表会

9月8日（日） 14時～

テーマ 「し ゃべるわたし、うごくわたし

丸亀編」

森村泰昌（美術家）

2階ミュージアムホール

220人

講師

会場

聴講者数

入場者数 5,573人
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34 佐藤忠良と猪熊弦一郎展

会

主

期

催

1997年 1月18日（土） ～ 3月30日（日）

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

彫刻家佐藤忠良は、東京美術学校に在学中から国画会

展に出品し受賞を重ねていたが、卒業した1939（昭和14)

年、猪熊弦一郎、小磯良平、脇田和ら 9名が1936（昭和

11)年に創立した「新制作派協会」の彫刻部創立に、本

郷新、柳原義達、舟越保武ら 6名と共に参加 した。

しかし、 1944（昭和19)年兵役に召集されて制作活動は

一時中断、 3年間のシベリアでの抑留生活を経て1948（昭

和23)年に帰国、 この年から新制作展を主な発表の場と
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して活動を再開し、今も精力的に制作を続けている。

佐藤忠良は、 ロダンやマイヨールなどのフランス近代

彫刻の影響を受け彫刻の道を歩み始めるが、「群馬の人」

に代表されるように、 日本の風土に根ざした強い生命力

と精神性を秘めた作品や、「帽子・夏」などのモダンな

女性像や、無邪気な子供の作品に認められるあたたかな

人間性を強く感じさせる作品を戦後一貫 して制作し、

本国内のみならずフランス国立ロダン美術館での個展を

はじめ、ニューヨーク、

を得ている 。

日

ロンドンにおいても多くの支持

~
喜

本展では、「母の顔」 (1942)から近作の「脇田さん」

(1993-94)までの彫刻作品52点と、 デッサン30点を、猪

熊弦一郎が創造した光に溢れた空間に展示し、佐藤作品

の魅力を紹介した。

制作物 図録 『佐藤患良展』

関連企画

記念対談

2月23日（日）

テーマ

出演者

会場

聴講者数

13時30分～

「自然に学ぶ」

佐藤忠良（彫刻家）

山根基世(NHKチーフ ・アナウンサー）

2階ミュージアムホール

779人

入場者数 7,062人
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佐藤忠良作品リスト

〈彫刻〉

番号 作 品 名 制作年 材質 サイズ 所蔵

1 母の顔 1942 ブロンズ 33. 0 X 1 7. 5 X 22. 5 作家蔵

2 オリエ 1949 プロンズ 27.5X 16.0X 20.5 作家蔵

3 たつろう 1950 ブロンズ 26.0X 17.5X 20.0 宮城県美術館

4 群馬の人 1952 ブロンズ 29. 5 X 19. 0 X 24. 0 作家蔵

5 はだか 1954 ブロンズ 93. 5 X 27. 0 X 28. 0 作家蔵

6 水 1956 ブロンズ 25. 0 X 19. 0 X 21. 5 作家蔵

7 土 1956 ブロンズ 20. 0 X 24. 0 X 22. 5 作家蔵

8 常磐の大工 1956 ブロンズ 22. 5 X 16. 0 X 24. 5 作家蔵

， 足なげる女 1957 ブロンズ 94. 5 X 74. 0 X 108. 0 作家蔵

10 建築家 1957 ブロンズ 33. 8 X 18. 5 X 23. 0 作家蔵

11 エイ 1959 ブロンズ 26. 5 X 19. 5 X 24. 0 作家蔵

12 魚商の女 1960 ブロンズ 26. 5 X 16. 5 X 26. 0 作家蔵

13 冬の子供 1965 ブロンズ 107. 5 X 32. 5 X 26. 0 作家蔵

14 演劇生 1968 ブロンズ 42. 0 X 27. 0 X 24. 5 作家蔵

15 ボタン （大） 1967-69 ブロンズ 125. 5 X 40. 5 X 35. 5 宮城県美術館

16 神農 1969 ブロンズ 62. 0 X 18. 0 X 16. 5 作家蔵

17 ジーパン 1970 ブロンズ lll.5X 42.5X 33.5 作家蔵

18 ブレザー 1970 ブロンズ 36. 0 X 15. 0 X 9.5 作家蔵

19 指 1970 ブロンズ 47.0X 18.0X 37.0 作家蔵

20 チコ 1970 ブロンズ 44.5X 17.5X 22.0 宮城県美術館

21 若い女 1971 ブロンズ 173. 0 X 98. 0 X 58. 0 作家蔵

22 ネグリジェ 1971 ブロンズ 42. 0 X 12. 5 X 16. 0 作家蔵

23 帽子 ・夏 1972 ブロンズ 105.0X 59.0X 42.5 作家蔵

24 スイス帽の未菜 1972 ブロンズ 15. 0 X 12. 0 X 15. 0 作家蔵

25 円い椅子 1973 ブロンズ 59. 5 X 64. 5 X 96. 5 作家蔵

26 長い椅子 1973 ブロンズ 48. 0 X 136. 0 X 46. 0 作家蔵

27 空よ 1973 ブロンズ 23. 0 X 66. 0 X 27. 5 作家蔵

28 帽子 ・立像 1974 ブロンズ 143. 0 X 61. 0 X 37. 0 作家蔵

29 若い裸 1974 ブロンズ 151.5X 62.0X 47.0 作家蔵

30 男もの 1974 ブロンズ 45. 5 X 14. 5 X 11. 0 作家蔵

31 男の児 1974 ブロンズ 46. 0 X 22. 0 X 23. 0 宮城県美術館

32 幼女 1974 ブロンズ 45. 5 X 20. 5 X 9.5 宮城県美術館

33 女座像 1974-75 ブロンズ 120.QX 57.5X 48.5 宮城県美術館

34 騎（かげ） 1975 ブロンズ 85. 0 X 51. 0 X 44. 0 作家蔵

35 カンカン帽 1975 ブロンズ 51. 5 X 40. 0 X 32. 0 作家蔵

36 トルソ 1977 ブロンズ 135. 0 X 39. 0 X 41. 0 作家蔵

37 K 1978 ブロンズ 31. 0 X 15. 5 X 23. 5 作家蔵

38 記録をつく った男の顔 1978 ブロンズ 31.5X 19.0X 24.0 作家蔵

39 ミナー年生 1979 ブロンズ 26. 5 X 15. 5 X 18. 0 作家蔵

40 フードの竜 1980 ブロンズ 120. 5 X 32. 5 X 39. 0 宮城県美術館
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番号 作品名 制作年 材 質 サイズ 所蔵

41 五年生 1980 ブロンズ 29.0X 16.5X 19.5 作家蔵

42 少年の像 1981 ブロンズ 152. 0 X 61. 0 X 41. 0 作家蔵

43 ラップ帽 1982 ブロンズ 48. 5 X 18. 5 X 25. 0 作家蔵

44 モトコ '83 1983 ブロンズ 30.0X 17.0X 25.5 作家蔵

45 中学三年生 ・竜 1984 ブロンズ 25. 5 X 17. 0 X 21. 5 作家蔵

46 あぐら 1985 ブロンズ 57.0X 57.5X 49.5 作家蔵

47 朔先生 1986 ブロンズ 33. 5 X 22. 0 X 23. 5 作家蔵

48 アニタ 1987 ブロンズ 38. 0 X 18. 5 X 22. 5 作家蔵

49 鋳物職 1992 ブロンズ 33. 0 X 22. 0 X 25. 0 作家蔵

50 ブラウス 1993 ブロンズ 170. 0 X 68. 0 X 50. 0 作家蔵

51 脇田さん 1993-94 ブロンズ 32.0X 25.QX 23.0 作家蔵

52 多音且n 1994 ブロンズ 167. 0 X 76. 0 X 62. 0 作家蔵

〈素描〉

1 下町工場 1956 鉛箪 22. 0 X 26. 9 作家蔵

2 横たわる女 1956頃 コンテ 24. 6 X 35. 8 作家蔵

3 身体を折った女 1957 墨 24. 5 X 35. 2 作家蔵

4 平壊の朝 1958 鉛籠 24. 5 X 35. 7 作家蔵

5 湘江 1958 コンテ 19. l X 29. 3 作家蔵

6 座婦 1960 鉛籠 36.1 X 25.1 作家蔵

7 立つ裸婦 1960 コンテ 35. 9 X 26. 6 作家蔵

8 後手の裸婦 1960頃 コンテ 35. 7 X 24. 5 作家蔵

， 座婦 1960頃 インク 35. 6 X 24. 6 作家蔵

10 休む裸婦 1960頃 インク 35. 8 X 26. 3 作家蔵

11 太海 1961 コンテ 24. 0 X 33. 2 作家蔵

12 横座り 1970頃 コンテ 35. 6 X 24. 6 作家蔵

13 伏せた女 1970頃 コンテ 35. 7 X 24. 6 作家蔵

14 休むモデル 1970頃 コンテ 35. 7 X 24. 6 作家蔵

15 腰を下して 1970頃 インク 24. 6 X 33. 0 作家蔵

16 手を前の裸婦 1970頃 鉛鏑•水彩 35. 6 X 24. 8 作家蔵

17 脚組んだ女 1970頃 鉛筆 35. 7 X 24. 6 作家蔵

18 メキシコシティ 1973 鉛筆・水彩 23. 5 X 33. 2 作家蔵

19 アトリエのチコ 1975 鉛箪 27.2X 38.0 作家蔵

20 ボケの実 1975 鉛築・水彩 12. 5 X 29. 0 作家蔵

21 本 1976 鉛筆・水彩 30. 0 X 36. 7 作家蔵

22 ミナ 1978 鉛籠 25. 0 X 35. 5 作家蔵

23 コスチュームの女 1978 鉛筆 42.4 X 30. 0 作家蔵

24 うづくまり 1980 鉛筆 33. 2 X 23. 6 作家蔵

25 帽子 1982 木炭・鉛箪 38. 0 X 27. 0 作家蔵

26 伏せる女 1985 コンテ 24. 0 X 32. 0 作家蔵

27 冬の静物 1989 鉛箪 38. 0 X 26. 9 作家蔵
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番号 作 品 名制作年 材 質 サイズ 所蔵

28 立ったポーズ

29 上野の樹

30 老樹

1993 

1995 

1995 

ボールペン 32. 2 X 23. 7 作家蔵

鉛筆 34.0X 24.4 作家蔵

鉛筆 34.0X 24.4 作家蔵

猪熊弦一郎作品リスト

番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ

0

1

2

3

4

5

6

 

l

l

l

l

l

l

l

 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

自画像

少年

雪の道

自画像

母の像

眠れる女

天主堂（長崎）

灰色の服

巴里のおばあさん

フラミンゴ楽園

セロを弾く男

パイプと男

1921 

1922 

1923 

1924 

1924 

1927 

1931 

1933 

1938 

1938 

1939 

1939 

レゼジーの駅 1939 

ヴァイオリンを持てる女 1940 

マドモアゼルM 1940 

ダムのある風景 1944 

17 黄色いスカートの婦人

18 猫と文子

19 二人の子供

20 猫と子供

21 猫と食卓

22 黄色の星座

23 通信衛星

24 二つの門

25 ポートレイトの会話

26 二つのヴィーナス

27 三つの言葉

28 鳥たちの日記帳

29 手の残した言葉

30 顔達の祭 日

31 顔たちの祭典

32 鳥犬顔 隣人

33 ダボとカガシ

34 飛ぶ日のよろこび

35 マスクとスペース

油彩 ・カンヴァス

油彩 ・カンヴァス

油彩 • 板

湘彩・カンヴァス

油彩・カンヴァス

油彩・カンヴァス

油彩 ・カンヴァス

池彩 ・カンヴァス

油彩 ・カンヴァス

油彩・カンヴァス

油彩・カンヴァス

油彩 ・カンヴァス

油彩 ・カンヴァス

油彩 ・カンヴァス

湘彩・カンヴァス

油彩・カンヴァス

53. 5 X 45. 5 

116. 6 X 91. 0 

45. 5 X 45. 6 

41. 1 X 41. 5 

72. 8 X 60. 8 

116. 8 X 90. 9 

53. 0 X 45. 5 

145. 5 X 112. 5 

72. 0 X 60. 0 

80. 5 X 64. 5 

60. 8 X 45. 7 

60. 6 X 50. 0 

48. 6 X 59. 8 

80. 6 X 60. 4 

81. 2 X 65. 4 

60. 5 X 72. 7 

1946 油彩・カンヴァス 80. 5 X 64. 5 

1949 油彩 • カンヴァス 79. 0 X 64. 5 

1950 油彩 ・カンヴァス 73. 0 X 61. 0 

1951 油彩 ・カンヴァス 92. 0 X 65. 5 

1952 油彩 ・カンヴァス 73. 0 X 61. 0 

1986 アクリル・カンヴァス 182. 0 X 152. 0 

1986 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 259. 0 

1987 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 121. 0 

1988 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 130. 0 

1989 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 130. 3 

1989 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 258. 8 

1990 アクリル・カンヴァス 193. 8 X 259. 0 

1991 アクリル・カンヴァス 389. 0 X 259. 0 

1992 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 259. 0 

1992 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 194. 0 

1992 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 130. 0 

1993 アクリル・カンヴァス 120. 8 X 101. 4 

1993 アクリル・カンヴァス 137. 3 X 122. 1 

1993 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 162. 0 
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36 イサム・ノグチと三宅一生 アリゾナ

会

主

期

催

後 援

協

協
力

賛

1997年 6月22日（日） ～8月31日（日）

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団，朝日新聞社

NHK高松放送局，西日本放送，瀬戸内海放送

山陽放送，岡山放送，テレビせとうち

株式会社イ ッセイ ミヤケ，株式会社オゼキ

株式会社三越

彫刻という分野に留まらず、「地球を彫刻」するとい

う発想に基づく環境芸術とも 言うべき作品を制作した世

界的な芸術家イサム ・ノグチ (1904-1988) 

ら続く

と、古代か

「一枚の布」という発想から発展した作品、特に

::-～.＂る：：辛さ”:.：：ご；：：
とぷ:：:;::;• · ·
・．・-・：~7：：：：t：：ぶ：か＊ ●●●
．． ． ．阜亀’'會ヽ.~ .,.... .

?士:r』'.'..， 冨●●●●

1988年に制作が開始されたプリー ツシ リーズでは発明と

も呼べる機能と美を兼ね備えた作品で独自の世界を見せ

る三宅 生 (1938-）による本展覧会は、 ノグチを尊敬

する三宅自らが展示構成も行った。

全 く異なる素材を用いた 2人だが、自然に対する畏敬

の念や時間系への憧憬、作品表現の根幹に流れる深い精

神性には相通じるものがある。ノグチのブロンズ彫刻や

照明彫刻 『あかり 』、札幌モエレ沼公園の遊具などと、

三宅のプリーツコレクションを中心に最新作までを展示

するとともに、猪熊弦 郎がアリゾナ旅行での印象を描

いた 『アリゾナとカチナドール』の 1部を拡大展示。タ

イトルの 2人に猪熊も加え 3人展ともよべる内容とな っ

た。子どもから 人までが気軽に参加できるものを目指

し、彫刻とフ ァッ ションがその領域を越えて美術館全体

で融合する中で 2人の創造した造形美術を検証、国内外

から高い反響を得た。

制作物 図録 『イサム ・ノグチと 三宅一生 アリゾナ』

関連企画

記念講演会

8月3日（日）
テーマ

講師

会場

聴講者数

13時30分～

「見る、触る、食べる、着る」

森村 泰昌 （美術家）

2階ミュージアムホール

134人

講演会（ギャラリートーク）

8月24日（日） 13時30分～

講 師植松由佳 （当館学芸員）

聴講者数 75人

ビデオ上映会

6月29日（日）

7月6日（日），

8月17日（日），

上映作品

聴講者数

13日（日），20日（日），27日（日）

31日（日） 13時30分～

「イサム ・ノグチ地球を彫刻した男」

「ISSEYMIYAKE MOVES」
368人(7日間合計）

入場者数 27,184人
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37ロバート・メイプルソープ屈

会 期 1997年 9月6日（土）～10月19日（日）

主 催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

ロバート ・メイプルソープ財団

（財） NHKサービスセンター

後 援 外務省，アメリカ大使館

NHK高松放送局

協 力 日本航西

企画及び構成 株式会社アートライフ

巡 回 先 1996年12月5日～1997年 1月19日

＿越美術館 ・新宿

1997年 3月20日～ 4月1日

高島屋グランドホール ・大阪

1997年 4月19日～ 6月1日

福島県立美術館

1997年 6月7日～ 7月6日

北海道立旭川美術館

1997年 7月31日～ 8月24日

そごう美術館 ・横浜

1989年の彼の死が昨日のことのように思われるほど、

メイプルソープの作品は新鮮だった。

ロバート・メイ プルソープの完璧ともいえる ライティ

ングと構図による写真は、この上なく 美 しく、時には妖

艶で、時には哀しい。それは彼自身の生き方が作品に重

なって見えるせいもあるだろう 。本展はメイプルソープ

の代表的な作品を展示し全貌を紹介するものであった

が、作品は彼がエイズで死ぬ前年に友人たちと設立した

エイズ撲滅と写真芸術の発展のために設立したロバート

・メイ プルソープ財団の所蔵によるものである 。メイプ

ルソー プの展覧会は1990年に一度開催されたが、本州以

外には巡匝されなかったこともありフ ァンには特に待望

の開催とな った。構成は 4つのテーマ、ポートレート、

ヌー ド、静物、セ ックスに分けられた。それぞれの作品

は強いメッセージを発し、多くの鑑賞者を魅了した。
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関連企画

講演会

9月6日（土） 14時～

テーマ 「アートを廻る考察 ：愛、セ ック

ス、そして私たち」

講 師 福のり子（グッゲンハイム美術館非常勤講

師，インデイペンデント・キュレーター）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 187人

入場者数 7,147人
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関連企画

記念講演会

10月25日（土） 13時30分～

テーマ 「偉大な陶工の生涯と作品」

講 師 矢部良明 （東京国立博物館陶磁室長）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 240人

記念講演会

10月26日（日） 13時30分～

テーマ 「丸亀藩京極家と仁清」

講 師 岡佳子（大手前女子大学講師）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 276人

作品リスト

記念講演会

10月27日（月） 13時30分～

テーマ 「京極家物語」

講 師 直井武久（歴史家，丸亀市文化財保護審議会長）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 194人

入場者数 33,035人

番号 指定 作品名 高さ(cm) 口径(cm) 胴径(cm) 底径(cm) 員数（口） 所蔵

1 国宝 色絵藤花文茶壺 28.8 10.1 27. 7 10.5 1 MOA美術館

2 重要文化財 色絵月梅図茶壺 30.0 10.6 27.1 11. 4 1 東京国立博物館

3 重要文化財 色絵吉野山図茶壺 28.6 10.5 27.1 11. 9 1 静嘉堂文庫美術館

4 重要文化財 色絵吉野山図茶壺 35.7 12.2 31. 8 12.9 1 福岡市美術館

5 重要文化財 色絵若松図茶壺 26.3 10.5 21. 7 9.6 1 文化庁

6 重要文化財 色絵山寺図茶壺 21. 8 9.3 17.1 10.1 1 根津美術館

7 重要文化財 色絵牡丹図水指 14.0 9. 7 15.5 9.9 1 東京国立博物館

8 京極家御道具帳 丸亀市立資料館
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40猪熊弦一郎の宇宙 一顔曼陀羅

会期 1997年12月20日（土）～1998年 3月1日（日）

主催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人 ミモカ美術振興財団

GUEN INOKUMA 

猪熊の作品に「頗」が登場するのは、1988年のことで

ある 。その年の正月 、長年のモデルであり彼の最も良き

理解者であ った最愛の伴侶、文子夫人を失った。身の置

き所のない悲しみと説明のつかない空虚を昇華するため

に何かを描かずにはいられなかったという猪熊は、スケ

ッチブックに向かった。出てきたのは「裸婦」 と「顔」

であ った。妻の顔がいつかでてくるのではないかと祈 り

にも似た気持ちで描いたスケ ッチブックは、いつしかた

くさんの「顔」で埋め尽くされていた。猪熊にと って抽

象、具象というカテゴリーはこ こではもはや存在してい

なかった。画家の関いま次第に 「顔」の持つ形態として

の面白さに向かってい ったのである 。本展では、紙、カ

ンヴ ァス、発泡スチ ロールなど精力的に制作された「顔」

の作品70点を展示した。
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関連企画

ビデオ上映会

12月21日（日）

1月4日（日），11日（日），18日（日）

2月1日（日），8日（日），22日（日）

3月1日（日） 13時～

上映作品 「フ ェイセス」

会 場 2階ミ ュージアムホール

入場者数 82人(8日間合計）

入場者数 3,978人

-31-



作品リスト

番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ

1 顔 11 1988 アクリル・カンヴァス 126. 9 X 91. 0 

2 顔 12 1988 アクリル・カンヴァス 96. 5 X 66. 0 

3 顔 14 1988 アクリル・カンヴァス 127. 0 X 96. 5 

4 顔 15 1988 アクリル・カンヴァス 101. 6 X 96. 6 

5 顔 15 1988 アクリル・カンヴァス 135. 9 X 121. 1 

6 顔 17 1988 アクリル・カンヴァス 127. 0 X 96. 5 

7 顔 19 1988 アクリル・カンヴァス 121. 4 X 101. 6 

8 顔 25 1988 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 0 

， 顔 35 1988 アクリル・カンヴァス 121. 5 X 101. 5 

10 顔 36(B) 1988 アクリル・カンヴァス 130.3 X 97.1 

11 顔 40 1988 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 0 

12 顔 43 1988 アクリル・カンヴァス 121. 4 X 101. 5 

13 顔 47 1988 アクリル・カンヴァス 121. 6 X 101. 5 

14 顔 lOB 1989 アクリル・カンヴァス 130. 3 X 97. 1 

15 顔 20A 1989 アクリル・カンヴァス 127.0X 96.3 

16 顔 22 1989 アクリル・カンヴァス 121. 2 X 101. 5 

17 顔 31 1989 アクリル・カンヴァス 130.4-X 97.2 

18 顔 31 1989 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 194. 0 

19 顔 35 1989 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 3 

20 顔 43B 1989 アクリル、クレパス・カンヴァス 116. 7 X 91. 0 

21 顔 71 1989 アクリル・カンヴァス 135. 9 X 121. 4 

22 顔 80 1989 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 194. 0 

23 顔 80 1989 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 194. 0 

24 9裸婦 15顔 2鳥 1990 アクリル・カンヴァス 130.5X 97.1 

25 夜と顔 1990 アクリル・カンヴァス 121. 3 X 101. 0 

26 鳥5 顔13 1990 アクリル・カンヴァス 121. 5 X 101. 0 

27 裸婦達と屋根の上の鳥 1990 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 5 

28 靴と鳥 1990 アクリル・カンヴァス 130.SX 97.3 

29 ロボ ッ ト 顔鳥 1990 アクリル・カンヴァス 96. 0 X 110. 8 

30 顔犬鳥 1991 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 259. 0 

31 手の残した言葉 1991 アクリル・カンヴァス 389. 0 X 259. 0 

32 ドラマチ ックステージ 1991 アクリル・カンヴァス 96.0X 111.0 

33 顔 眼 1991 アクリル・カンヴァス 91. 2 X 73. 0 

34 顔2猫2鳥8 1991 アクリ）レ・カンヴァス 91. 0 X 73. 0 

35 化石時代 92 1992 アクリル・カンヴァス 110. 8 X 95. 8 

36 顔達の祭日 1992 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 259. 0 

37 鳥とカイ ト 1992 アクリルカンヴァス 162. 2 X 130. 3 

38 顔たちの祭典 1992 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 194. 0 

39 或る晴れた一 日 1992 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 122. 0 

40 裸子3顔24馬8 1992 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 122. 0 
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番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ

41 理想プロジェクト 1992 アクリル・カンヴァス 121. 0 X 101. 5 

42 廣い宇宙空間に顔が存在する 1992 アクリル、コラージュ・カンヴァス 121. 5 X 100. 8 

43 緑の中の美しき顔 1992 アクリル・カンヴァス llO. 0 X 96. 0 

44 プロジェク トチーム 1992 アクリル・カンヴァス 135. 6 X 121. 8 

45 真昼のカーニヴァル 1992 アクリル・カンヴァス 121. 0 X 101. 5 

46 鳥達の遊び 1993 アクリル・カンヴァス 151. 9 X 122. 0 

47 カガシと鳥の対話 1993 アクリル・カンヴァス 126. 2 X 95. 8 

48 飛ぶ日のよろこび 1993 アクリル・カンヴァス 137. 3 X 122.1 

49 カガシと鳥達 1993 アクリル・カンヴァス 110. 7 X 91. 0 

50 カガシの夢 1993 アクリル・カンヴァス 121. 0 X 101. 5 

51 カガシと顔達 1993 アクリル・カンヴァス 121. 0 X 101. 5 

52 顔 ・鳥 1993 アクリル・カンヴァス 96. 0 X 66. 0 

53 顔 lOC 1988 アクリル・紙 58. 3 X 44. 4 

54 顔 16 1988 アクリル・紙 76. 0 X 56. 5 

55 顔 17 1988 アクリル・紙 58. 5 X 44. 4 

56 顔 17 1988 アクリル・紙 58.3 X 44.4 

57 顔 21 1988 アクリル・紙 76. 0 X 56. 5 

58 顔 7 1988 アクリル・紙 58.3 X 44.4 

59 顔10鳥2山l 1992 アクリル・紙 59. 0 X 44. 0 

60 裸子1顔14 1992 アクリル・紙 59. 0 X 43. 5 

61 顔 12 1992 アクリル・紙 44. 0 X 59. 0 

62 顔 12 1992 アクリル・紙 59. 3 X 43. 5 

63 顔16裸子4馬5 1992 アクリル・紙 74.3X 54.3 

64 顔4裸子1犬2 1992 アクリル・紙 74. 3 X 54. 3 

65 顔8裸子4 1992 アクリル • 発泡スチロール 89. 8 X 79. 9 

66 顔 17(F) 1992 アクリル•発泡スチロール 90. 6 X 65. 5 

67 顔 20 1992 アクリル • 発泡スチロール 92.0X 57.9 

68 顔 16 1992 アクリル• 発泡スチロール 88. 8 X 71. 8 

69 裸子3顔32 1992 アクリル • 発泡スチロール 91. 5 X 91. 0 

70 裸子1顔70 1992 アクリル • 発泡スチロール 90. 5 X 90. 8 
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42バスキア展

会期 1998年 4月18日（土） ～ 5月31日（日）

主 催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人 ミモカ美術振興財団

後 援 アメ リカ大使館， 外務省， 西日本放送

KSB瀬戸内海放送 四国新聞社

協 力 日本航心

企画協カ ギャラ リー ・エンリコ ・ナバラ ，吉井画廊

巡回先 1997年10月29日～11月24日

＝越美術館・ 新宿

1980年代のニューヨークでは、若者たちによって新し

い文化が次々と誕生した。アートシーンでは、街角から

落書きによるグラフィティ ・アーティストが登場してい

る。その中でも黒人として初のスター ・アーティス トと

して活躍したジャン ・ミッシェ ル ・バスキア (1960-

1988年）は、力強いメッセージ性を持つ作品を通し、若

者を中心 とした多くの人々の心を捉えた。作品には自分

のルーツとなるアフ リカ的なモチーフや、スポーツ 、コ

ミックなど身近な素材が、政治的あるいは社会的なこと

ばや文字とともに積極的に取り込まれている。わずか27

歳の若さでこの世を去ったバスキアは、短い生涯のうち

に、絵画2000点、そして3000点を越える ドロ ーイングを

残している。本展ではこれまで断片的にしか紹介される

ことのなかったバスキアの作品の中から 、時代を踏まえ

た代表的な作品45点を集めて構成、展示したものである。
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43ジョルジュ・ブラック皿顧展

会 期 1998年 6月6日（土） ～7月19日（日）

主 催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

土ノと‘ 催 四国新聞社，西日本放送

後 援 フランス大使館

日本におけるフランス年実行委員会

.f± /‘ 催 東京海上

出品協カ ギャルリー・ルイーズ ・レイリス

株式会社レイク

協 力 日本航空，ヤマト運輸（株）

巡回先 1998年 7月24日～ 8月30日

鹿児島市立美術館

1998年 9月12日～10月25日

Bunkamuraザ ・ミュージアム

1998年11月3日～12月13日

＝重県立美術館

ジョルジュ ・ブラ ック (1882-1963)は、パブロ・ピ

カソとともに20世紀の最も重大な美術革命ともいうべき

キュビスム （立体派）を生み出した画家として有名だが、

彼はそのような改革者としてのみならず、80年余の生涯

のうちに篤々と自己を熟成させ、その芸術を熟達の境地

に至ら しめた人として稀有な存在である。

当初はフ ォーヴィスムの動向に加わっていたブラ ック

だが、1907年頃からは「キュビスム」と呼ばれる立体的

絵画を制作、20世紀美術の主要な特徴ともいうべき抽象

美術の可能性に道を開いた。第一次世界大戦以降は、 自

己に親密な室内空間に主題を求めた独自の静物画と 室内

画の制作に没頭するようにな った。

繊細精緻に仕上げられ、魏郁たるニュアンスをただよ

わせているその熟達の境地を鑑賞するために、この展覧

会には、数少ない初期の作品から最晩年の作品に至る100

点の作品でブラ ック芸術を回顧した。

キュピスムから四へのIll翔 ジョルジュ•プラック回顧展O喜-
616[±]→7119181'"宅〒云証寄斑研
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関連企画

記念講演会

6月7日（日） 13時30分～

テーマ 「最後の楽園としての室内ージョ

ルジュ ・ブラックの芸術世界ー」

講 師木島俊介（美術評論家）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 65人

ギャラリ ー トーク

6月21日（日） 14時～

7月5日（日） 14時～

参加者数 33人(2日間合計）

入場者数 5,657人
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44猪熊弦一郎とfどもたち

会期 1998年 7月25日（土）～ 8月23日（日）

主催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

常に好奇心 と新しいものに挑戦する勇気を持ちつつづ

けた画家、猪熊弦一郎。猪熊は子どもたちの直感で行な

われる様々な発見と 、それらをもとにした常識にとらわ

れない素直な表現を心から愛していた。猪熊も子供だっ

た頃、ブリキや針金、道端で拾った木の枝や石ころなど

を砂や土と 一緒に小 さな引出 しのなかに大切に保管して

いた。これらのものが猪熊の中にある創造力を触発し、

目覚めさせ、育てたといえる 。

本展は 「猪熊弦一郎 と子どもたちの対話」をテーマに、

猪熊の幼少期から晩年の作品と 「あらゆるところに美は

潜んでいる」という視点で集められたコ レクション、そ

してそれらの作品などからインスピ レーションを受けて

子どもたちが作った作品を集め、紹介した。

また、展示室内で実際に猪熊作品を目前にして子ども

たちが創作活動 （ワークショ ップ）を行い、日毎完成 し

ていく作品を展示する場を設けるなどの試みもあ った。

ぼくもかいt· ゎt•しもつく f 

猪熊弦一
づ9と

郎と子どもたち
子とbたもの作品が!lりなす世界

'98 / 7月25日 土 ➔ 8月23日 日 丸m市猪熊弦一郎現代美術館
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関連企画

造形講演会

8月2日（日） 14時～

テーマ 「豊かな創造力を育てるため に」

講 師 荒井茂雄（洋両家）

会 場 2階 ミュージアムホール

聴講者数 63人

入場者数 4,031人
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作品リスト

番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ

1 黒いターゲッ トと 袋 1979 アクリル ・カンヴァス・コラージュ 125.4 X 90. 7 

2 空の遊園地 1981 アクリル・カンヴァス 122. 0 X 101. 2 

3 星からの手紙ラブ2 1983 アクリル・カンヴァス 200. 0 X 250. 2 

4 子供 と発見 1984 アクリル・カンヴァス 121. 5 X 101. 0 

5 宇宙への入場券 1984 アクリル・カンヴァス 126. 5 X 91. 2 

6 ヘ リコ プタ ーと犬 1984 アクリル・カンヴァス 91. 5 X 76. 3 

7 黄色の滑走路 1986 アクリル・カンヴァス 127.QX 96.0 

8 通信衛星 1986 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 259. 0 

， 家を作る 1987 アクリル・カンヴァス 122. 0 X 101. 8 

10 体操と水 1987 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 0 

11 二人の裸婦と 一つの顔 1989 アクリル カンヴァス 194. 0 X 194. 0 

12 顔 20D 1989 アクリル・カンヴァス 126. 0 X 90. 8 

13 鳥たちの日記帳 1990 アクリル・カンヴァス 193. 8 X 259. 0 

14 ロボ ッ ト 顔鳥 1990 アクリル・カンヴァス 96. 0 X llO. 8 

15 裸子l顔40鳥6 1991 アクリル・カンヴァス 162. 0 X 131. 0 

16 黒い馬3 1991 アクリル・カンヴァス 122. 0 X 101. 0 

17 鳥と カイト 1992 アクリル・カンヴァス 162. 2 X 130. 3 

18 化石時代 92 1992 アクリ）レ・カンヴァス llO. 8 X 95. 8 

19 カガシと鳥の対話 1993 アクリル・カンヴァス 126. 2 X 95. 8 

20 カガシの夢 1993 アクリル・カンヴァス 121. 0 X 101. 5 

21 武者絵 1910-1911 インク・紙 9.0X 13.0 

22 みかん 1913 鉛筆・水彩 ・紙 19. 0 X 26. 0 

23 ィHヒ 1914 水彩 • 紙 29.4 X 43.8 

24 遊園地に立つ 1982 アクリル・紙 61. 0 X 44. 0 

25 ロボ ット 1984 アクリル・紙 59.4X 44.4 

26 星への旅 1984 アクリル・紙 ・コラージュ 59. 5 X 44.4 

27 ポス トオフィス 1984 アクリル・鉛筆・紙 44. 3 X 29. 2 

28 有楽町 1986 アクリル • 紙 54. 5 X 42. 0 

オブジェ 9点

子どもの作品 平面37点

立体47点
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45森村泰昌〔空装美祇館〕
ー絵画になった私

会期 1998年 8月30日（日）～10月18日（日）

主催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団，朝日新聞社

瀬戸内海放送

協 賛 大日本印刷 ，資生堂，ワ コール

協 力 亜土電子工業，松下電器

大日本トータルプロセス市谷

ウーフ ァー ・アート ・ドキ ュメンタリ ー

巡回先 1998年 4月25日～ 6月7日

東京都現代美術館

1998年 6月16日～ 8月2日

京都国立近代美術館

1996年の『森村泰昌展一「女優シ リーズ」よ りー』に

続く 、森村泰昌の展覧会。本展は森村の本質ともいえる

美術史シリーズにおいての活動を紹介した。

森村は1985年、ゴッホの有名な自画像一耳を切 った

画像に自身を挿入させた作品を発表した。洋服や帽子は

手作りである 。が、どう しても隠しきれない森村自身の

眼が鑑賞者を異様に捉えるというもので、森村はこの後

愛する美術史上の名画の主人公に次々と扮していく 。東

洋人である彼が西洋人の女性として装う こと、あるいは

今を生きる彼が時代を超えた世界に侵入すること等、作

品はさまざまな解釈を提示してみせたといえる 。展覧会

では代表的な作品65点を展示したほか、鑑賞者も 体験で

きるように「モ リクラ ・マシーン」を置くなど楽しめる

展覧会を目指した。 また撮影の仕組みのわかる模型もあ

わせて展示して、 制作する森村にせまる試みもあった。

制作物 マ ップ
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関連企画

講演会

8月30日（日） 14時～

テーマ 「踏みはずす美術史を語る」

講 師森村泰昌 （美術家）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 280人

『モリムラシ ョー』

9月20日（日） 15時～

1. マルチスライドショー

2.美術家Mと市長の歌合戦

会 場 2階ミュージアムホール

出 演森村泰昌，片山圭之（歌）

藤間金枝壽（踊り），応平みどり （ピアノ）

協 力多田正美，市川 靖

入場者数 250人

入場者数 10,014人



46 
開館 7周年記念

荻須扁徳と猪熊弦一郎辰

会期 1998年10月25日（日）～12月20日（日）

主催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

共催 朝日新聞社，瀬戸内海放送，西日本放送

1922年東京美術学校（現 ・東京芸術大学）西洋画科入

学以来の親友、そしてよきライバルであ った荻須高徳

(1901-1986)と猪熊弦一郎 (1902-1993)の二人展を

荻須美代子夫人の全面的な協力のもと、 美術館開館 7周

年を記念し開催した。

荻須はその生涯のほとんどをパ リに暮らし、パリを描

き続けた。その作品には、歴史が刻まれ人々が馬）1|れ親し

んだパリの建物や街角が描かれ、時代の変遷にともない

消え行く街並みが、荻須によりカンヴァス上に留められ

た。

また猪熊も 1938年か ら40年までをパリで過ごし、アン

リ ・マティスに師事し強い影響を受けた。すでに荻須が

パ リに滞在していたこともあり、家族 ぐるみでのつき あ

いは帰国後も続いた。猪熊は1955年からニューヨークに

渡り 、画風が都会的な抽象へと 一変し、さらに晩年には

自由奔放で人間味溢れるスタイルヘと展開した。また―

人は美術家として優れた作品を残しただけでなく、それ

ぞれ日仏、日米の文化交流にも尽くしている。

本展は作風は全く異なり制作拠点は遠く離れていたニ

人の、その長きにわたる画業を油彩、水彩、デッサンな

ど計134点で顧みた。

制作物 図録『開館 7周年記念荻須高徳と猪熊弦一郎』

⑰
 

(€ ゞ
況

岱ぃ
閃紐7/IJ年に念

荻須高徳と猪熊弦一郎展
98/10月2588~- 12月 208 8 丸〇市猪熊弦一郎況代英術館 ‘‘ 

I國閻

関連企画

対談

10月25日（日） 13時30分～

テーマ 「オギスを語る」

対 談者 荻須美代子（荻須高徳夫人）

植松由佳（当館学芸員）

会 場 2階ミ ュージア ムホール

聴講者数 83人

入場者数 6,886人
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荻須高徳作品リスト

〈油彩〉

番号 作 品 名 制作年 技法・材質 サイズ 所 蔵

1 ボヘミアンの車 1928 油彩・カンヴァス 60. 0 X 73. 0 個人蔵

2 辰庄琢、→—• 1928頃 油彩 •板 23. 0 X 33. 0 大阪市立近代美術館建設準備室

3 新聞屋 1929 油彩・カンヴァス 60. 0 X 73. 0 個人蔵

4 街角（グルネル） 1929-30 油彩・カンヴァス 73. 0 X 61. 0 三重県立美術館

5 ガレージ 1930 油彩・カンヴァス 60. 0 X 73. 0 個人蔵

6 ビュッ トオ ・カイユ 1930 油彩・カンヴァス 60. 0 X 73. 0 個人蔵

7 エドガール ・キ ネ街 1930 油彩・カンヴァス 60. 0 X 73. 0 大阪市立近代美術館建設準備室

8 婦人像 1931 油彩・カンヴァス 100. 0 X 100. 0 稲沢市荻須記念美術館， 広告のある家 1931 油彩・カンヴァス 60. 0 X 73. 0 稲沢市荻須記念美術館

10 コルシカの靴屋 1931 油彩・カンヴァス 100. 0 X 81. 0 個人蔵

11 コルシカの風景 1931 湘彩・カンヴァス 81. 0 X 100. 0 個人蔵

12 レストラン ・ジルベール 1932 油彩・カンヴァス 65. 0 X 92. 0 個人蔵

13 ムフタール街 1932 油彩・カンヴァス 60. 5 X 73. 5 大阪市立近代美術館建設準備室

14 ルーアン 1933 湘彩・カンヴァス 100. 0 X 81. 0 個人蔵

15 チューリップ 1933 油彩・カンヴァス 46. 0 X 38. 0 個人蔵

16 果物屋 1933-34 湘彩・カンヴァス 73. 0 X 60. 0 個人蔵

17 サン ・リュスチ ック通り 1934 油彩・カンヴァス 81. 0 X 60. 0 個人蔵

18 ノワルムーチェの捨てられた舟 1934 油彩・カンヴァス 58. 8 X 71. 0 山種美術館

19 ノワルムーチェの風車 1934-36 油彩・カンヴァス 89.0Xll6.0 稲沢市荻須記念美術館

20 マダム D 1935-36 油彩・カンヴァス 73. 0 X 60. 0 個人蔵

21 洗濯場 1936 湘彩・カンヴァス 65. 0 X 81. 0 稲沢市荻須記念美術館

22 プロヴァン風景 1936 油彩・カンヴァス 81. 0 X 100.0 個人蔵

23 アンジュ河岸 1936 油彩・カンヴァス 60. 0 X 73. 0 三重県立美術館

24 卓上の静物 1937 油彩・カンヴァス 60. 0 X 91. 0 個人蔵

25 モンマル トル裏 1940 油彩・カンヴァス 73. 0 X 90. 0 東京国立近代美術館

26 食料品店 1940 油彩・カンヴァス 60. 0 X 73. 0 個人蔵

27 プレヴォ通り 1950 油彩 ・カンヴァス 73. 0 X 53. 0 個人蔵

28 サン ・ジェルマン・ロクセロワ（パリ） 1950 油彩・カンヴァス 60.3 X 73.4 岐阜県美術館

29 ばら 1951 油彩・カンヴァス 35.0X 27.0 個人蔵

30 サン ・ドニ風景 1952 油彩・カンヴァス 65. 0 X 81. 0 山種美術館

31 アムステルダムの運河 1956 油彩・カンヴァス 90. 5 X 64. 0 名古屋市美術館

32 モンマル トルの食料品店 1956 油彩・カンヴァス 60.3 X 73.4 岐阜県美術館

33 シャロンヌ街 1957-58 湘彩・カンヴァス 65. 0 X 81. 0 個人蔵

34 道と看板 1958-59 油彩・カンヴァス 71. 7 X 58. 8 名古屋市美術館

35 サン・ドニ 1958-59 湘彩 ・カンヴァス 73.QX 92.0 名古屋市美術館

36 大運河（ヴェネツィア） 1964 湘彩・カンヴァス 60. 0 X 92. 0 個人蔵

37 サン ・ドニ 1964 油彩・カンヴァス 88. 8 X 115. 5 愛知県美術館

38 サン ・ト ゥースタッシュ寺院 1966頃 油彩 ・カンヴァス 60. 0 X 73. 0 個人蔵

39 ル ・ペック（パ リ郊外） 1967 油彩・カンヴァス 162. 0 X 130. 0 神奈川県立近代美術館

40 ヴェネッィア 1968 湘彩・カンヴァス 97. 0 X 130. 0 個人蔵

-41-



番号 作 品 名 制作年 技法・材質 サイズ 所 蔵

41 緑の壁 1970 油彩・カンヴァス 65. 0 X 81. 0 個人蔵

42 ロジェ 1970 油彩 ・カンヴァス 116.0X 89.0 個人蔵

43 オー ・ボン ・ヴイヴァン 1972頃 油彩 ・カンヴァス 89. 0 X 116. 0 個人蔵

44 洗濯場 1977 油彩 ・カンヴァス 129. 9 X 162. 0 呉市立美術館

45 ア ・ラ ・グリーユ 1978 池彩・カンヴァス 81. 0 X 100. 0 個人蔵

〈水彩〉

番号 作 品 名 制作年 技法・材質 サイズ 所蔵

46 ノワールムーチェー 1934 水彩 ・紙 25. 0 X 32. 6 個人蔵

47 リュクソール （奥エジプ ト） 1939 水彩・紙 32. 0 X 24. 5 個人蔵

48 アトリエの窓 1949 水彩・紙 32. 0 X 24. 5 個人蔵

49 ピジョニエール（イル ・ドゥ ・フランス） 1953 水彩・紙 32. 5 X 25. 0 個人蔵

50 ラメイ通り （モンマルトル） 1953 水彩・紙 43. 0 X 30. 0 個人蔵

51 ボーブール街 1969 水彩・紙 32. 5 X 25. 0 個人蔵

52 コマ ッキオ （イタリー） 1970 水彩・紙 25. 0 X 32. 0 個人蔵

53 小運河 1970 水彩・紙 32. 0 X 25. 0 個人蔵

54 ヴェネツィア 1971 水彩・紙 32. 5 X 40. 5 個人蔵

55 雪のサン ・マルタン運河 1971 水彩 • 紙 24. 5 X 31. 5 個人蔵

56 レアールの取り壊し 1971 水彩 ・紙 25. 0 X 32. 0 個人蔵

57 広告塔 （コロンヌモリス） 1978 水彩・紙 31. 9 X 24. 9 個人蔵

58 アミアン 1980 水彩・紙 30. 5 X 43. 0 個人蔵

59 カマレ ・シュル ・メール 1981 水彩 ・紙 32. 0 X 50. 0 個人蔵

60 カフ ェバー （オー ・カドウラン） 1983 水彩・紙 32.0X 25.0 個人蔵

61 モンソー公園 1983 水彩・紙 32. 0 X 25. 5 個人蔵

62 ドールの近くで 1984 水彩・紙 32. 5 X 25. 0 個人蔵

63 マントン （南仏） 1984 水彩・紙 50. 0 X 32. 0 個人蔵

64 サン ・クルー 1984 水彩 ・紙 25. 0 X 32. 5 個人蔵

65 ヴェ）レノン 1985 インク、水彩 ・紙 32. 5 X 25. 0 個人蔵

〈素描〉

番号 作 品 名 制作年 技法・材質 サイズ 所蔵

66 婦人像 1930 インク・紙 32. 0 X 24. 5 個人蔵

67 ルーアン 1934 鉛筆・紙 25. 0 X 32. 5 個人蔵

68 オランダの風車 1937 インク・紙 25. 0 X 32. 5 個人蔵

69 裁判所（パリ ） 1939 鉛筆 • 紙 20. 5 X 27. 0 個人蔵

70 モンマルトルのムーラン ・ルージュ 1948 鉛筆・紙 27. 0 X 20. 5 個人蔵

71 トリルボール 1952 鉛筆・紙 21. 5 X 30. 5 個人蔵

72 ハーグ （オランダ） 1953 鉛籠・紙 25. 0 X 32. 5 個人蔵
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番号 作 品 名 制作年 技法・材質 サイズ 所蔵

73 ラ ・ロ ッシェル 1954 鉛筆 ・紙 25. 0 X 32. 5 個人蔵

74 ウール ック運河 1958 インク・紙 30. 5 X 21. 5 個人蔵

75 マン ト・ラ ・ジョリィの古い橋 1960 インク・紙 21. 5 X 30. 5 個人蔵

76 アン トワープ 1963 インク・紙 24. 0 X 32. 0 個人蔵

77 サン ・ロッコ （ヴェネッィア） 1963 インク・紙 32. 0 X 24. 8 個人蔵

78 リエール、 蔦 1964 インク・紙 30. 5 X 21. 5 個人蔵

79 オーベルニュの村 1966 鉛箪・紙 21. 5 X 30. 7 個人蔵

80 サン ・ドニ運河 1968 インク・紙 19. 5 X 27. 4 個人蔵

81 とぎ屋 1970 インク・紙 15. 4 X 21. 5 個人蔵

82 肉屋 1970 インク・紙 21. 5 X 30. 5 個人蔵

83 門 1973 インク・紙 21. 5 X 15. 0 個人蔵

84 古い木 1977 インク ・紙 24. 3 X 31. 4 個人蔵

85 サン ・トーバン 1981 鉛筆・紙 32. 0 X 25. 0 個人蔵

〈タピスリー〉

番号 作 品 名 制作年 材質 サイズ 所蔵

86 ピア通り 1984 タピスリー 194. 0 X 155. 0 稲沢市荻須記念美術館

猪熊弦一郎作品リスト

〈油彩・アクリル〉

番号 作 品 名 制作年 技法・材質 サイズ

1 少年 1922 油彩・カンヴァス 116. 6 X 91. 0 

2 自画像 1925 油彩・カンヴァス 37. 8 X 37. 8 

3 画室 1932 油彩カンヴァス 180. 3 X 290. 0 

4 地下鉄の中 （巴里） 1938 油彩カンヴァス 80. 2 X 65. 0 

5 巴里のおばあさん 1938 油彩 ・カンヴァス 72. 0 X 60. 0 

6 自動車の中の家族 1938 油彩 ・カンヴァス 73. 0 X 60. 0 

7 アンブレラの女 1938 油彩 ・カンヴァス 54. 6 X 45. 5 

8 三人娘と自動車 1938 油彩 ・カンヴァス 73. 0 X 60. 0 ， k君の像 1939 湘彩・カンヴァス 80. 5 X 64.4 

10 セロを弾く男 1939 油彩 ・カンヴァス 60. 8 X 45. 7 

11 パイプと男 1939 油彩・カンヴァス 60. 6 X 50. 0 

12 妻と手袋 1939 油彩 ・カンヴァス 80. 8 X 60. 0 

13 サクランボ 1939 油彩・カンヴァス 80.4X 65.4 

14 ヴェニス 1939 油彩・カンヴァス 59. 0 X 91. 0 

15 モンマル トル裏街 1939 油彩・カンヴァス 64.1 X 81.1 

16 ホテルクロマニョン 1939 油彩 ・カンヴァス 50. 0 X 61. 0 

17 巴里の屋根 1940 池彩・カンヴァス 60. 0 X 72. 5 
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〈油彩 ・アクリル〉

番号 作 品 名 制作年 技法・材質 サイズ

18 マドモアゼルM 1940 油彩・カンヴァス 81. 2 X 65. 4 

19 ヴァイオリンを持てる女 1940 湘彩・カンヴァス 80. 6 X 60. 4 

20 極地設定 No.l 1958 油彩・カンヴァス 176. 5 X 205. 3 

21 サーキュレーションオブスペース 1961 池彩・カンヴァス 152. 0 X 101. 0 

22 赤と青の場所 1962 油彩・カンヴァス 152. 5 X 127. 3 

23 エントランス No.2 1966 アクリル・カンヴァス 152. 5 X 127. 0 

24 ランドスケープ QR 1966 油彩・カンヴァス 126. 8 X 127. 1 

25 ウォーターショアーズ C 1970 アクリル・紙 101. 2 X 75. 7 

26 ランドスケープ QJ 1971 アクリル・紙 101. 2 X 75. 8 

27 ランドスケープ NM 1971 アクリル・紙 101. 3 X 75. 8 

28 ランドスケープ AP 1971 アクリル・紙 101. 0 X 75. 5 

29 シティーコンポジション 1971 アクリル・紙 100. 9 X 75. 5 

30 飛び行くカ 1978 アクリル・カンヴァス 136. 3 X 122. 0 

31 自由の住む都市 1980 アクリル・カンヴァス 137. 2 X 122. 0 

32 夜を飛ぶ 1980 アクリル・カンヴァス 137. 0 X 122. 3 

33 金環食 1987 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 120. 9 

34 手の残した言葉 1991 アクリル・カンヴァス 389. 0 X 259. 0 

35 横臥裸子と鳥達 1991 アクリル・カンヴァス 96.0Xl27.0 

36 黒い裸子と馬 1991 アクリル・カンヴァス 111. 5 X 96. 0 

37 ロボット 顔犬 1992 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 194. 0 

38 カガシの夢 1993 アクリル・カンヴァス 121. 0 X 101. 5 

〈素描など〉

番号 作 品 名 制作年 技法・材質 サイズ

39 アトリエの静物 1929頃 鉛筆・紙 37.0X 28.0 

40 裸婦 1934-35頃 鉛鎖・紙 37.0X 28.0 

41 肘かけ椅子の婦人 1935-36頃 鉛筆・紙 37.0X 28.0 

42 巴里の家族 1938-40 鉛筆・紙 37.0X 27.4 

43 街角の職人 1938-40 インク、パステル • 紙 31. 9 X 48. 2 

44 まどろみ 1939頃 インク・紙 38. 0 X 29. 3 

45 室内楽と裸婦 1939頃 インク・紙 38.1 X 29. 3 

46 フォンテーヌ（南佛） 1939 インク、パステル•紙 31. 9 X 50. 0 

47 カードの 4人 1940 インク、水彩・紙 30.4X 48.7 

48 魚 1940 インク、パステル・紙 32. 0 X 46. 8 
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48猪熊弦一郎展 スペースの散歩

会期 1999年2月6日（土） ～3月31日（水）

主催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

猪熊弦一郎の作品は時代の流れとともに刻々と変化し

ていったことが知られている。中でもニューヨークヘの

移住は猪熊の人生にと っても作品にと っても重要な転機

とな った。それまで具象と抽象の間にあ った作品が、純

粋な抽象へと変化 を遂げたのである。1955年か ら20年に

及ぶニューヨークでの制作活動の中で、作品は空間意識

とともに変化を続けている。まず、当時主流とな ってい

た抽象表現主義の影響を受けつつ、東洋の空間意識を基

礎に描いた墨絵を思わせるような初期の作品がある 。次

に自分を魅了したニューヨークという都市をテーマと

し、無数の短い線が画面、そして空間を埋め尽くす よう

に並んだ作品を制作した。そして後半、都市をテーマと

しながらも、再び空間を大きく取り入れた作品群を描い

ている。本展ではニューヨーク滞在の20年間に制作され

た大作35点を中心に、猪熊の空間意識の変化 を辿りなが

ら展示 した。

制作物 ワークシー ト
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ギャラリートーク

2月7日（日） 13人， 2月21日（日） 16人
3月14日（日） 4人， 3月28日（日） 16人

コンサート

3月6日（土）

「声明ライヴサマヤ・サンガ」

出演者サマヤ・サンガ（声明）

栗田敬子（シンセサイザー）

森ゆき子（サヌカイト， マリンバ）

入場者数 3,357人



作品リスト

番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ

1 自画像 1925 池彩 ・カンヴァス 37.SX 37.8 

2 婦人像 1926 油彩・カンヴァス 116. 8 X 91. 0 

3 画室 1932 油彩・カンヴァス 180. 3 X 290. 0 

4 ピアノの前 1934 油彩・カンヴァス 180. 0 X 290. 0 

5 夜 1937 油彩・カンヴァス 197. 5 X 289. 5 

6 黄昏 1937 湘彩・カンヴァス 193. 5 X 130. 5 

7 昼 1937 油彩・カンヴァス 191. 5 X 129. 0 

8 カラーランド 1956 油彩 ・カンヴァス 124. 5 X 178. 8 

， カブキ No.l 1956 油彩・カンヴァス 122. 0 X 170. 0 

10 ハニワ l 1956 池彩 ・カンヴァス 106. 4 X 175. 5 

11 パインツリー 1 1956 油彩・カンヴァス 178. 0 X 91. 2 

12 空の散歩 1958 油彩・カンヴァス 203. 3 X 178. 0 

13 星座 1958 油彩・カンヴァス 200. 5 X 180. 0 

14 極地設定 No.l 1958 油彩 ・カンヴァス 176. 5 X 205. 3 

15 クワイエ ッ トサーフ ィスオブジアース 1959 油彩・カンヴァス 177. 0 X 205. 3 

16 極光 1959 油彩・カンヴァス 176.5Xl76.7 

17 拠点 1959 油彩 ・カンヴァス 127. 0 X 127. 0 

18 パントマイム 1959 油彩 ・カンヴァス 127. 0 X 127. 0 

19 極地設定 No.2 1959 油彩 ・カンヴァス 177. 1 X 140. 0 

20 古い時の歩み 1960 油彩 ・カンヴァス 198. 0 X 178. 0 

21 獅子舞 1961 湘彩・カンヴァス 203. 0 X 183. 0 

22 音のあそび 1961 油彩 ・カンヴァス 152. 5 X 152. 5 

23 八木節 1962 湘彩 ・カンヴァス 203. 5 X l 72. 8 

24 夜の誕生 1962 油彩 ・カンヴァス 152. 4 X 127. 2 

25 スクウ ェア 1962 湘彩 ・カンヴァス 127. 0 X 101. 8 

26 スネークライン 1964 油彩 ・カンヴァス 126. 7 X 203. 5 

27 コンフュー ジョン アン ドオー ダー A 1964 油彩 ・カンヴァス 203. 1 X 1 77. 8 

28 並木道 1964 油彩 ・カンヴァス 152. 5 X 101. 5 

29 マンハ ッタン B 1967 アクリル・カンヴァス 203. 7 X 152. 6 

30 ザシテ ィー グリーン No.l 1968 アクリル・カンヴァス 203. 5 X 178. 0 

31 ザシテ ィーグリ ーン No.2 1968 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 0 

32 ザシテ ィーグ リーン No.3 1968 アクリル・カンヴァス 202. 8 X 152. 4 

33 ザシテ ィー グリーン No.4 1968 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 152. 5 

34 ザ シティー プラニ ング イエロー No.l 1968 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 153. 0 

35 ザシテ ィー プラニングイエロー No.2 1968 アクリル・カンヴァス 203. 4 X 152. 7 

36 トゥーショアーズ A 1970 アクリル・カンヴァス 203. 3 X 178. 0 

37 トゥーショア ーズ B 1970 アクリル・カンヴァス 203. 7 X 178. 0 

38 トゥーショアーズ D 1970 アクリル・カンヴァス 203. 7 X 177. 8 

39 ウォーターショア ーズ A 1970 アクリル・カンヴァス 203. 3 X 178. 0 

40 ウォーター ショ アー ズ B 1970 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 0 
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番号 作 品 名 制作年 材 質 サイズ

4 1 ランドスケープ BY 1972 アクリル・カンヴァス 203. 5 X 178. 8 

42 ランドスケープ GT 1972 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 5 

43 青い角 ・白い丸 1977 アクリル、コラージュ・紙 73. 8 X 54. 4 

44 丸と角 EX 1977 アクリル・紙 73. 8 X 55. 0 

4 5 ス ペ ー ス 緑 オ レ ン ジ 1977 アクリル・紙 74.2X 55.0 

46 生命の発生 1978 アクリル・紙 74.3X 54.9 

47 四つの生きた丸 1978 アクリル・紙 74. 7 X 54. 8 

48 緑の水平と丸の世界 1978 アクリル • 紙 73. 2 X 54. 8 

49 角の群落 1978 アクリル・紙 74.SX 54.8 

50 角と点とポスター 1979 アクリル・紙 72.0X 57.0 

51 黄色スケジュール A 1980 アクリル・紙 75. 7 X 54. 7 

52 都市発芽 1980 アクリル・紙 ll0.8X 94.9 

53 宇宙に機械が休んで居る 1981 アクリル・紙 74.4X 55.5 

54 都市誕生 1981 アクリル • 紙 74.5X 54.5 

55 ハンズ 3 1982 アクリル・紙 44. 5 X 36. 0 

56 ハンズ 3 1982 アクリル・紙 44. 5 X 36. 0 

57 機械と鳥 1982 アクリル・紙 59. 5 X 43. 9 

58 整った空中都市 1982 アクリ）レ • 紙 74. 5 X 55. 7 

59 丸と遊歩道 1983 アクリル、鉛箪・紙 59. 4 X 44. 5 

60 爬虫類と 鳥 A 1984 アクリル・紙 59. 4 X 44. 4 

61 ヤシの木に捧げる 1984 アクリル・紙 59. 4 X 44. 4 

62 絵の中に住む二つの絵 1985 アクリル・紙 109. 0 X 79. 3 

63 伝書鳩 1985 アクリル・紙 44. 3 X 29. 3 

64 斜線 1985 アクリル・紙 44.3X 29.4 

65 或る形態 1985 アクリル・紙 44.4X 29.3 

66 パイビング集合 B 1986 アクリル・紙 58. 5 X 46. 4 

67 不思議な飛行物体 1986 アクリル・紙 58.5X 47.0 

68 ボールペン集合 1987 アクリル、コラージュ・紙 76.0X 57.0 
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皿美脩作品整理・管理

・1 貸川し

作品名 制作年 材 質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

1995年度 （平成 7年度）

年報1991-94（猪熊弦一郎遺作展）作品 リス ト参照
浜松市美術館 1995. 6. 12 猪熊弦一郎遺作展

呉市立美術館 ~ 8.23 ー青春の軌跡一

フラミンゴ楽園 1938 油彩 ・カンヴァス

赤い服の少女 1938 油彩 ・カンヴァス

自動車の中の家族 1938 油彩 ・カンヴァス

三人娘と自転車 1938 油彩・カンヴァス

にんにくを売る子供 1938 油彩 ・カンヴァス

巴里のおばあさん 1938 油彩 ・カンヴァス

モロッコタビス リー売る男 1938 油彩 ・カンヴァス

パイプと男 1939 油彩 ・カンヴァス

レゼジーの駅 1939 油彩・カンヴァス

セロを弾く男 1939 油彩 ・カンヴァス

ラン ドスケープ QR 1966 湘彩 ・カンヴァス

ラン ドスケープグリーン A 1976 アクリル・カンヴァス

地図でない地図 (E) 1978 アクリル・カンヴァス

ターゲッ ト達と 三角 1979 アクリル・カンヴァス

自由の住む都市 1980 アクリル・カンヴァス

顔 35 1988 アクリル・カンヴァス

顔 71 1989 アクリル・カンヴァス
大阪 ロイヤル 1995.12.19 

飛ぶ日のよろこび 1993 アクリル・カンヴァス
ホテル ~ 1. 1 0 

猪熊弦一郎展

風俗 2 1942 インク・紙

風俗 3 1942 インク・紙

スカーフの少女 1942 インク・紙

猫と烏 1945 インク • 紙

納屋 1945 インク・紙

少年 1945 インク・紙

婦人 不詳 インク・紙

熊と猫 不詳 インク・紙

室内 不詳 インク・紙

オー トバイ 不詳 インク・紙

乳母車 不詳 インク・紙

麦の穂 1919 水彩・紙

栗 1945 水彩・インク・紙

戦跡と子供 不詳 水彩 ・インク・紙

子供の群像 不詳 水彩 • インク ・紙

橋のある風景 不詳 水彩 ・インク・紙

風俗 l 不詳 水彩 ・インク・紙
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作品名 制作年 材 質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

1995年度 （平成 7年度）

風景（安陸） 1 不詳 パステル・インク・紙

風景（安陸） 2 不詳 パステル・インク・紙

猫 不詳 鉛筆・紙

表紙絵 娘と鳩笛 S 29.11 水彩・紙

表紙絵 三月の顔 S31. 3 水彩・紙

表紙絵うらじろ S34. 1 水彩 • 紙

表紙絵 三方重ね餅 S35. 1 水彩 • 紙

表紙絵タクシー S35. 5 水彩 • 紙

表紙絵 新 聞屋のおやじ S36. 9 水彩 ・紙

表紙絵柵 S37. 7 水彩 ・紙

表紙絵眼 S 37.11 水彩・紙

表紙絵犬 S 38.11 水彩 • 紙

表紙絵ク リスマスツリー S 38.12 水彩 • 紙

表紙 絵茶 S40. 1 水彩・紙

表紙絵クリスマスツリー S42.12 水彩 • 紙

表紙絵かきぞめ S43. 1 水彩 • 紙

表紙絵正月のももわれ S45. 1 水彩 • 紙 大阪ロイヤル 1995.12.19 
猪熊弦一郎展

表紙絵日本の顔と着物 S45. 2 水彩・紙 ホテル ~ 1.10 

表紙絵メキシ コの毛糸 S 45. 11 水彩・紙

表紙絵シメ ナワ S46. 1 水彩・紙

表紙絵 首 S46. 7 水彩・紙

表紙絵若人の髪 S46. 9 水彩・紙

表紙絵 二人 S47. 1 水彩・紙

表紙絵正面の顔 S47. 6 水彩・紙

表紙絵 表紙 S47. 9 水彩・紙

表紙絵 元旦の女性 S48. 1 水彩 • 紙

表紙絵横顔 S48. 4 水彩 ・紙

表紙絵健康の色 S53. 4 水彩・紙

表紙絵ウィッグ S 53.11 水彩・紙

表紙絵高校生 S 54. 6 水彩 • 紙

表紙絵正月からの顔 S 56. 1 水彩・紙

表紙絵感じのいい頻 S57. 2 水彩・紙

表紙絵自然な姿 S57. 4 水彩 • 紙

表紙絵タピス トリーの布団 S 58. 8 水彩・紙

ピンク ・丸・角 1977 アクリル・カンヴァス

地図でない地図 1978 アクリル・カンヴァス

都市の中の親しい仲間 1979 アクリル・カンヴァス

都市計画（楽しいプロジェクト） 1979 アクリル・カンヴァス

自由の住む都市 1980 アクリル・カンヴァス

速達 1980 アクリル・カンヴァス

宇宙は機械の運動場 No.1 1981 アクリル・カンヴァス
暮しの手帖 1996. 3. 16 暮しの手帖

空の遊園地 1981 アクリル・カンヴァス
別館 ~ 4. 22 猪熊弦一郎展

垂直に飛ぶ 1981 アクリル・カンヴァス

明るい遊歩 1983 アクリル・カンヴァス

空中発芽 1983 アクリル・カンヴァス

もう 一つの地球 1983 アクリル・カンヴァス

アリゾナ通信 1984 アクリル・カンヴァス

創成期の生物達 1985 アクリル・カンヴァス

動物と旗 1985 アクリル・カンヴァス
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作品名 制作年 材 質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

1995年度 （平成 7年度）

ポートレイトの会話 1988 アクリル・カンヴァス

顔 47 1988 アクリル・カンヴァス
暮しの手帖 1996. 3. 16 暮しの手帖

顔 19 1988 アクリル・カンヴァス

カガシの夢 1993 アクリル・カンヴァス
別館 ~ 4. 22 猪熊弦一郎展

裸子と顔 1993 アクリル・カンヴァス

1996年度（平成 8年度）

神戸市立小磯
1996. 4.14 猪熊弦一郎遺作展

年報1991-94（猪熊弦一郎遺作展）作品 リスト参照 良平記念美術
~ 6.18 一青春の軌跡一

館

馬と少女 1935 油彩・カンヴァス 神奈川県立近代

美術館 ・兵庫県
1996. 3. 23 サーカスがやって来

立近代美術館
~ 7. 2 5 た ！

猫によせる歌 1952 油彩 ・カンヴァス
群馬県立近代

こどもが見る 、おとな

猫iと食卓 1952 油彩 ・カンヴァス
1996. 7. 17 

が見る、美術の国の動
美術館 ~ 9.13 

物たち

ピアノの前 1934 油彩 ・カンヴァス
広島県立美術

20世紀美術の誕生一
1996. 9. 20 

1920 ・ 30年代の欧州 ・
館 ~ 11.14 

米国 ・日本一

自画像 1921 油彩 ・カンヴァス

少年 1922 祉l彩 ・カンヴァス

母の像 1924 油彩・カンヴァス

自画像 1924 油彩 ・カンヴァス

婦人像 1926 油彩 ・カンヴァス

眠れる女 1927 油彩 ・カンヴァス

水差 しを持てる女 1930 油彩・カンヴァス

天主堂（長崎） 1931 油彩・カンヴァス

灰色の服 1933 油彩 ・カンヴァス

巴里のおばあさん 1938 油彩・カンヴァス

赤い服の少女 1938 油彩 ・カンヴァス

ホテルクロマニョン 1939 油彩 ・カンヴァス

レゼジーの駅 1939 油彩 ・カンヴァス

パイプと男 1939 油彩 ・カンヴァス

セロを弾く男 1939 湘彩 ・カンヴァス
1996.10.27 

マドモアゼルM 1940 油彩 ・カンヴァス 松山三越
~ 1 1. 5 

猪熊弦一郎の世界展

長江埠の子供達 1941 油彩・カンヴァス

マニラの二人の少女 1942 油彩 ・カンヴァス

ダムのある風景 1944 油彩・カンヴァス

黄色いスカートの婦人 1946 油彩 ・カンヴァス

猫と文子 1949 油彩・カンヴァス

二人の子供 1950 油彩 ・カンヴァス

猫と子供 1951 油彩 ・カンヴァス

猫と食卓 1952 油彩・カンヴァス

月へのいざない 1962 油彩 ・カンヴァス

ランドスケープ QR 1966 油彩・カンヴァス

シティープラニング D 1964 アクリル・カンヴァス

エン トラ ンス No.2 1966 アクリル・カンヴァス

シティーグ リーンライ ト 1967 アクリル・カンヴァス

驚く可き 風景 A 1969 アクリル・カンヴァス

ピンク ・丸 ・角 1977 アクリル・カンヴァス
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作品名 制作年 材 質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

1996年度 （平成 8年度）

地図でない地図 (E) 1978 アクリル・カンヴァス

ターゲッ ト達と 三角 1979 アクリル・カンヴァス

自由の住む都市 1980 アクリル・カンヴァス

空の遊園地 1981 アクリル・カンヴァス

空中発芽 1983 アクリル・カンヴァス

宇宙都市計画 1987 アクリル・カンヴァス

未知の世界への着地 1987 アクリル・カンヴァス

金環食 1987 アクリル・カンヴァス

顔 47 1988 アクリル・カンヴァス

顔 35 1988 アクリル・カンヴァス

靴と鳥 1990 アクリル・カンヴァス

裸婦9顔15鳥2 1990 アクリル・カンヴァス

飛ぶ日のよろこび 1993 アクリル・カンヴァス

カガシの夢 1993 アクリル・カンヴァス

風車と鳥 1993 アクリル・カンヴァス

鳥達の遊び 1993 アクリル・カンヴァス

青年 1934 インク • 紙

藤田嗣治像 1938 インク・紙

フランス婦人像 1939 インク・紙

パリの婦人 1939 インク・紙
1996.10.27 

セロを弾く男 1939 インク • 紙 松山三越 猪熊弦一郎の世界展

座る男 1943 インク・紙
~ 1 1. 5 

頭巾をかぶる女 1943 インク・紙

編み物をする女 1945 インク • 紙

婦人像 1927 鉛箪・紙

椅子にすわる女 1930 コンテ・紙

ィ’ヒ’ 1914 水彩・紙

アレパッストレイネー（パリ） 1939 インク・パステル・紙

リュデュシャ トー （パリ） 1939 インク・パステル・紙

安陸風景 1941 インク・パステル • 紙

風景 1943 インク・パステル・紙

表紙絵日本の顔と着物 S45. 2 水彩・紙

表紙絵正面の顔 S47. 6 水彩 ・紙

表紙 絵元旦の女性 S48. 1 水彩 ・紙

表紙絵おかっば S53. 8 水彩 ・紙

表紙絵ウィ ッグ S 53.11 水彩・紙

表紙絵 プロポーション S54. 5 水彩・紙

表紙絵顔の造作 S 56. 8 水彩・紙

表紙絵 朝出て来る頻 S 56.11 水彩・紙

表紙絵感じのいい顔 S 57. 2 水彩・紙

表紙絵タピストリーの布団 S 58. 8 水彩・紙

1997年度 （平成 9年度）

長江埠の子供達 1941 油彩・カンヴァス 高知県立美術 1998. 3. 18 名作でたどる近代洋画

館 ~ 5. 20 の歩み

1998年度 （平成10年度）

婦人像 1926 油彩・カンヴァス

｝ 旦 1937 油彩・カンヴァス 兵庫県立近代 1998. 8. 25 
没後10年小磯良平展

夜 1937 油彩・カンヴァス 美術館 ~ 1 1. 20 

黄昏 1937 油彩 ・カンヴァス
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ワークショップ名 開催日時会場 講 師 対 象 人数 参加費 内 合六

1996.7.13出
川崎展子 色和紙をうちわの骨にはりつけ、好き

「うちわをつくろう」 9:30~ 12:00 小・中学生 26人 ¥300 
造形スタジオ

（現代美術作家） な形のうちわを作る。

夏休み
1996.7.25（木） ダンボールに様々 な材料をはりつけ

~28（日） 128人 て装飾用のお面を作る。完成後数
「アフリカのでっかいお面

9:30~ 12:00 
美術館スタッフ 小・ 中学生

信＇靡）
無料

点ずつダンボールの柱に飾りトーテ
大集合！」

造形スタジオ ムポール風にする。

夏休み
1996.8.3・10・ 無料

展示室だけでなく、普段見ることが
17・24（侮土） 小・中学生 206人 保護者

「美術館探検
10:00~ 12:00 

美術館スタッフ
と保護者 信噂） のみ

できない美術館の裏側まで、ワーク

集まれ！！ちっちゃな探検家たち」
美術館内 ¥950 

シートをしながら探検する。

夏休み
1996.8.1（木）

30cm四方のベニヤ板に、アフリカに
~8.10仕） 324人

オープンワークショップ
13:30~ 16:00 

美術館スタッフ 対象不問 (1合0日計間） ¥200 住んでいそうな動物や人などの絵

「ペンキでかこう」
造形スタジオ

をペンキで描く。

夏休み
1996. 8. 11(日）

土粘土で器を作り、縄や木の枝など
~8.17出 284人

オープンワークショップ
13:30~ 16:00 

災術館スタッフ 対象不問
（い開）

¥200 で表面に模様をつけたり、キリで動

「おもしろい器をつくろう」
造形スタジオ

物の絵を描いたりする。

夏休み 1996. 8.18(日）
オープンワークショップ ~8. 24(±) 243人 貝殻、小枝、石、革、草、など自然の

「自然のもので楽しい 13:30~ 16:00 
美術館スタ ッフ 対象不問

信冑）
無料

ものを使ってオブジェを作る。

オブジェをつくろう」 造形スタジオ

1996.9.14に）
辻野栄一

縄、クリップなど形の面白いものを粘

「ペタペタ型をとってつくろう」 9:30~ 12:00 小・ 中学生 28人 無料 土に型押しし、石膏を流しいれて型

造形スタジオ
（彫刻家）

をとりオブジェを作る。

1996.9.28出
辻野栄一「やきものに挑戦」 9:30~ 12:00 小・ 中学生 31人 無料 陶芸用粘土を使用して、器を作る。

造形スタジオ
（彫刻家）

1996.10.12仕） 34人 「私はこんな人（もの）になってみた

「ヘーんしん！！わたしはだ～れ？」
・26(±) 

美術館スタッフ 小•中学生 無料
い」と思うものを考えそれらに変身す

9:30~ 12:00 るための衣装や小道具を制作し、

造形スタジオ
34人

試着する。

「あきかんピヵピカ
1996.12.14(±) 

不要になった空き缶など、金属の廃
9:30~ 12:00 美術館スタッフ 小・中学生 36人 無料

オブジェをつくろう」
造形スタジオ

品を使用してオブジェを作る。

1997.1.11(±) 30人 色々 な大きさに切ったダンボールを

「動く人形・ポキポキマン」
・25(±) 川崎展子 小•中学生 無料 ワリピンでとめ、関節の動く人形を作
9:30~ 12:00 （現代芙術作家）

造形スタジオ 30人 る。

--二
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ワークショップ名 開催日時会場 講 師 対 象 人数 参加費 内 合六

1997.2.8出・ 26人

「わたしだけのおひなさまづくり」
22(±) 大西康彦

紙粘土でオリジナル雛人形を作る。

9:30~ 12:00 （彫刻家）
小・中学生 無料 （題材は人間に限らず動物や想像

造形スタジオ
26人 上の生物でも可）

1997.3.8(±) 
四宮金一

ケント紙にボンドで〈春〉をテーマに

「サラサラ砂で絵をかこう」 9:30~ 12:00 
信画家）

小•中学生 32人 無料 した絵を描き、砂をふりかけ、絵を作

造形スタジオ る。

1997.3.22出・
四宮金一 32人 ダンボール板に好きな絵を描き、とこ

「絵をかいて中を 23（日）
のぞいてみよう」

（洋両家） 小・中学生 無料
ろとどころに切れ目をいれ、うす紙

9:30~ 12:00 だけをはがして中の波型を見せ、お

造形スタジオ
美術館スタッフ 32人 もしろい絵を作る。

1997.4.12出・ 30人
26(±) 川崎展子

「食べられるアート」としてお菓子や

「お料理アート大作戦！」
9:30~ 12:00 （現代美術作家）

小・ 中学生 無料 果物などの食材で作品を作り、試

造形スタジオ
30人 食する。

1997.5.10出・ 20人
「ひらひら • ぱたばた ・ 24仕） 後藤朝子

ダンボールや色画用紙その他廃品

はね • つばさ」 9:30~ 12:00 （人形作家）
小• 中学生 無料 などを用いて、オリジナルの羽や翼

造形スタジオ
20人 を作り身につけて遊ぶ。

1997.6.14出・ 33人

「宇宙人をつくろう」
28(±) 地球上に存在しないような面白い

美術館スタッフ 小 • 中学生 無料
9:30~ 12:00 生き物を想像して、作る。

造形スタジオ
28人

1997.7.25倫）
夏休み ~27（日） 小・中学生と 153人 保護者 展示室だけでなく、普段見ることが

「美術館探検」 10:00~ 12:00 
美術館スタッフ

その保護者 （炉胃）
のみ できない美術館の裏側まで、ワーク

美術館内
¥850 シートを解きながら探検する。

夏休み
1997.7.30⑳ 

次の日からの

「あつまれ！！ちびっこデザイナー」
10:00~ 11 :40 津村耕祐 服にまつわる話や次の日からの制

ミュージアム
（ファッ ション 制作に参加す 136人 無料

レクチャー デザイナー） る小・中学生
作についての話を聞く。

ホール

津村耕祐
（ファッショ ン 3~5人のグループの共 同制作

デザイナー）

1997.7.31（木）・ 松村光
で、オリジナルの服を作る。テーマは

夏休み 8. l(i)・2出・ （三宅デザイン 139人
「未来につながる服」。なお、服以外

「あつまれ！！ちびっこデザイナー 3（日）
事務所）

小・中学生
に作りたいグループは靴、鞄などそ

藤原敏雄 （各L'胃）無料

ー未来につながる服をつくろうー」 9:30~ 12:00 
の他付属品を作ってもよい。

造形スタジオ
（三毛デザイン （制作後、希望グループは作品にあ

事務所）

吉川 真由
わせてヘアー・メークも考え用紙に

（三宅デザイン
描き込む。）

事務所）

＆ 
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ワークショップ名 開催日時会場 講 師 対 象 人数 参加費 内 六合

1998.8.4図・ 1班5~6人のグループで作品に

夏休み 11図・18図 60人 関するクイズを解きながら作品鑑賞

「すすめ！いのくま探偵団」 9:30~ 12:00 
美術館スタッフ 小・中学生 (3日間） 無料

合計 をし、美術館内、特に展示室内での

美術館内 マナーを学ぶ。

夏休み 1998.8.3け）
オープンワークショップ ~8.20（木） 美術館スタッフ 対象不問 478人 ¥100 

様々 な種類の廃品を利用しオリジナ

「対話彫刻をつくろう」 造形スタジオ
ルの小さな彫刻を制作する。

1998.9.12(±) 自分がしてみたい髪形やあったら

「びっくりのかつらをつくろう」 9:30~ 12:00 美術館スタッフ 小・中学生 27人 無料 おもしろいと思う髪形のかつらを廃

造形スタジオ 品で作る。

1998.9.26(±) 磯島芳樹
「カラフルバルーンであそほう」 9:30~ 12:00 （バルーン 小・中学生 48人 ¥500 

カラフルな風船でオリジナル作品を

造形スタジオ アーティス ト） 制作する。

1998.11.14出 11人
「こわしてつくる？！ 11. 28(±) 

不用になった自転車を分解したり、

自転車ジャンボオブジェ」 9:30~ 12:00 
美術館スタッフ 小・中学生 無料 様々 な廃品を接着して大きなオブジ

造形スタジオ
11人 ェを制作する。

1998.12.12(±) 
白井敦士 従来のうどんとは異なるいろいろな

「いただきま～すアートなうどん」 9:30~ 12:00 小・中学生 33人 ¥200 
造形スタジオ

（うどん職人） 形のうどんを作り、試食する。

「かさがキャンバス
1999. 1. 23(±) 使えなくなった傘をキャンバスにし

夢のアンブレラ」
9:30~ 12:00 美術館スタッフ 小 • 中学生 29人 無料 で絵を描いたり、廃品を接着してオ

造形スタジオ リジナルの傘を作る。

1999.2.13出・ 18人
「こんなのはじめて！ 27(±) 

廃品のタイヤに色々 なものをつけた

タイヤにアート」 9:30~ 12:00 
美術館スタッフ 小•中学生 無料 り、色を塗ったりして、タイヤにアート

造形スタジオ
25人 する。

1999.3.13(±)・ 31人
27(±) 

子供達が想像する「謎の秘密基

「謎の秘密基地をつくろう」
9:30~ 12:00 

美術館スタッフ 小•中学生 無料 地」を、主にダンボールを使って作

造形スタジオ
30人 る。
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w 教育普及事業

II コンサート・文化講演会

23 I東京混声合唱団東混ゾリステン名曲コンサートー懐かしい歌の花束一

日時 1995年6月7日（水） 19時開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料指定席3,500円 自由席3,000円

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ 美術振興財団

出演者 坂井春義（コンサートマスター），坂井和子（ピアノ），熊崎志津子，秋島博子（ソプラノ）

入場者数159人

徳永香織，高橋響子（ア）レト），坂井春義，半田暁（テノール），小林潤一，徳永祐一（バス）

24 [マダガスカルの民族楽器「ヴァリハ」の調べ

日時 1995年6月24日（土） 18時30分開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料指定席2,000円 自由席1,500円

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ 美術振興財団

出演者 ジュスタン・ヴァリ， タオ・ラヴァオ， ドド・トヴォアリミノ

25 1古澤巌 ヴァイオリンの夜ーサマー・コンサートー

入場者数148人

日時 1995年7月22日（土），23日（日） 18時30分開演 入場者数22日273人， 23日254人

会場 2階展示室

入場料 7,000円（全席自由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ 美術振興財団

出演者 古澤巌（ウァイオリン），フィリップ・ブッシュ（ピアノ），フランシス・グトン（チェロ）

ポール・コレッティ（ヴィオラ）

［古澤巌ミニコンサート

日時 1995年7月22日（土） 16時30分開演

会場 2階展示室

入場料無料

出演者 古澤巌（ウァイオリン），フィリップ・ブッシュ（ピアノ），フランシス・グトン（チェロ）

ポール・コレッティ（ヴィオラ）
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261クリストフ ァー遥盟 ・尺八の世界

日時 1995年10月21日（土） 18時30分開演

会場 3階展示室

入場料 3,000円（全席自 由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術・振興財団

共催朝日新聞社， NHK高松放送局，瀬戸内海放送

入楊者数95人

出演者 クリストファー・遥盟・ブレイズデル（尺八），きむらみか（声楽），川村京子（山田流笏1tl1)

271冨田真理 ソプラノコンサート

日時 1995年11月11日（土） 14時開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料 一般2,000円 中 • 高生1 ,000円

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 冨田真理（ソプラノ），北矢由美（ピアノ），丸亀市立東中学校コーラス部

28 |ザイラーピアノデュオ コンサート

日時 1995年12月9日（土） 18時30分開演

会場 2階展示室

入場料 3,500円（全席自由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 エルンスト • F・ザイラー， カズコ • M ・ ザイラー

291古澤巌＆ソルティエ ・ダーティス ト

人場者数175人

人楊者数332人

日時 1996年3月16日（土） ，17日（日） 18時30分開演 人楊者数16日292人， 17「1270人

会場 2階展示室

入場料 7,000円（全席自由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 古澤巌（ヴァイオリン），ステファン・プティジョーン（ピアノ），ベルトロン・セルベラ（ヴィオラ）

ローレンス・アララ（チェロ），ジレ・サンス（コントラバス）

［古澤巌ミニコンサート

日時 1996年3月16日（土） 16時30分開演

会場 2階展示宰

入場料無料

人場者数170人

出演者 古澤巌（ヴァイオリン），ステファン・プティジョーン（ピアノ），ベルトロン・セルベラ（ヴィオラ）

ローレンス・アララ（チェロ），ジレ・サンス（コントラバス）

30 I岩田英憲パンの笛コンサート

日時 1996年5月25日（土） 18時30分開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料 2,800円（固定席） 2,000円（移動席）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

入楊者数167人

出演者 岩田英憲（パンの箱），中司弘子（ナレーター），渡辺朋子（ビアノ），広原香織（雷子オルガン）

-60 -



31 1マンディンカ・コンサート

日時 1996年7月28日（日） 昼の部 15時開演 夜の部 18時30分開演 入場者数昼の部／285人

会場 2階ミ ュージアムホール 夜の部／232人

入場料昼の部無料，夜の部前売1,000円（ドリンク付） 当日立見500円

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

協賛大塚製薬

出演者マンデインカ

321林峰男 チェロリサイタル

日時 1996年10月6日（日） 18時30分開演

会場 2階ミュー ジアムホール

入場料 3,000円（全席自由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団，文化庁

出演者林峰男 （チェロ），大島直子（ピアノ）

I林峰男ミニコンサート

日時 1996年10月6日（日） 16時10分開演

会場 2階ミ ュージアムホール

入場料 無料

出演者林峰男（チェロ），大島直子（ピアノ）

331ザイラーピアノデュオコンサート

日時 1996年10月26日（土） 18時30分開演

会場 2階ミ ュージア ムホール

入場料 3,500円（全席自由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団，文化庁

出演者 エルンスト • F ・ ザイラー，カズコ • M ・ザイラー

Iザイラーミニコンサート

日 時 1996年10月26日（土） 16時10分開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料 無料

出演者 エルンスト • F・ザイラー， カズコ • M ・ ザイラー

341馬頭琴 コンサート

日時 1996年12月1日（日） 14時開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料無料

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

共催丸亀市国際交流協会

出演者サランホホー民族音楽団
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入場者数173人

入場者数89人

入場者数202人

入場者数144人

入場者数328人



351請田徳子ソプラノコンサート

日時 1996年12月21日（土） 14時開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料 一 般 2,000円 中 • 高生1,000円 （全席自由 ）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振典財団

出演者 請田徳子（ソプラノ），橘美和子（ピアノ），竹内まり （ナレーター）

361和波孝ネ喜ヴァイオリンコンサート

日時 1997年3月1日（土） 18時30分開演

会 場 2階ミュー ジアムホール

入場料 3,000円（全席自由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 和波孝ネ喜（ヴァイオリン），土屋美寧子（ピアノ）

I和波孝ネ喜ミニコンサート

日時 1997年3月1日（土） 16時開演

会 場 2階ミ ュージアムホール

入場料 無 料

出演者 和波孝ネ喜（ヴァイオリン），土屋美寧子（ピアノ）

371スーザン・ホープナーフルートコンサート

日時 1997年 5月27日（火） 18時30分開演

会 場 2階ミュ ージアムホール

入場料 一 般 3,000円 小・中• 高生1,000円 （全席自由 ）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 スーザン・ホープナー（フルート），小松勉（ピアノ）

381古澤巌＆フィリップ・ブッシュソナタの夜

日時 1997年 9月25日（木） 18時30分開演

会 場 3階展示室

入場料 5,000円（全席自由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 古澤巌（ヴァイオリン），フィリップ・ブyシュ（ピアノ）

I音のアラベスク

日時 1997年 9月21日（日） 14時30分開演

会 場 2階ミ ュージアムホール

入場料 無 料

主催財団法人 ミモカ美術振興財団，丸亀市国際交流協会

出演者 常味裕司（ウード），吉見征樹（タプラ），山下智子（ダンス）
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入場者数241人

入場者数240人

入場者数163人

入場者数200人

入場者数403人

入場者数296人



39 Iカルロ・グアイトーリピアノコンサート

日 時 1997年11月8日（土） 18時30分開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料 一般3,000円 小• 中・ 高生1,000円 （全席 自由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

後援 イタリア文化会館（イタリア大使館文化部）

出演者 カルロ・グアイトーリ（ピアノ）

40 [ 198ミモカニューイヤーコンサート安田正昭ピアノリサイタル

日 時 1998年 1月17日（土） 18時30分開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料 一般2,000円 小• 中 • 高生500円 （全席 自由）

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 安田正昭（ピアノ）

41［古澤巌＆山田武彦ヴァイオリンの夜

日時 1998年3月14日（土） 18時30分開演

会場 2階展示室

入場料 5,000円（全席自由）

主催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 古澤巌（ヴァイオリン），山田武彦（ピアノ）

Iガムラン・マルガ・サリコンサート

日 時 1998年 5月17日（日） 14時開演

会場 2階ミュージアムホール

入場料 無料

入場者数208人

入場者数219人

人場者数292人

入場者数335人

主 催財団法人ミモカ美術振興財団，丸亀市国際交流協会，丸亀お城まつり協賛会

出演者 マルガ・サリ（演奏者17人、舞踏者 2人）

コンテンポラリーダンスのタベー・オストラバ国立バレエ団イゴール・ヴェサー ダと仲間たちー

日 時 1998年 7月26日（日） 19時30分開演

会場 1階ゲー トプラ ザ

入場料 無料

主催 コンテンポラ リーダンスのタベ実行委員会

入場者数500人

共 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館，財団法人ミモカ美術振興財団，丸亀市国際交流協会

後援 香川県国際交流協会

出演者 イゴール・ヴェサーダ，野村朋子，ズテネック・コンヴァリーナ， 三上賀代他

42 [古澤巌 タイフーン・ナイト '98

日 時 1998年 7月29日（水） 18時30分開演

会場 3階展示室

入場料 一般8,000円 小・中・高生5,000円（全席自由）

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術・館，財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 古澤巌（ウァイオリン），フィリップ・ブッシュ（ピアノ），フランシス・グトン（チェロ）

ポール・コレッティ（ヴィオラ）
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W 
"11 

・1 刊行物一覧

1997年
（平成 9年 1月）

教育普及事業

：： ；．； 佐藤忠良展

仕 様 47ページ

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

株式会社電通西日本

エッセー 「猪熊さんと」 佐藤忠良／佐藤忠良エ ッセー

「芸術家の創造の苦しみ」（『講座現代芸術II芸術家』 より）

／「顔に憑かれて」 （『藝術新潮』11-6より）／「かっこのつ

かぬ父親」 （『母の友』128より）／作品図版／ リスト ／佐藤

忠良プロフィール

1,000部

1,800円

編集 • 発行

制

内

作

容

発行部数

格価

1997年
（平成 9年6月）

仕様

編集•発行

容

一

イサム・ノグチと三宅一生アリゾナ

A4判48ページ経文仕上げ

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

作品図版／詩 「旅 3Arizona」 谷川俊太郎／ことば

クリスト とジャンヌ＝ク ロード／エッセー 「イサムさ

んとイッ セイ さん」 石岡瑛子／「空間芸術としてのファ

ッションデザイン」 谷口吉生／「時の遠心ーイサム ・ノ

グチ」 酒井忠康／「エネルギーや精神的充足感をもたら

す、進化 し続ける衣服」 生駒芳子／イサム ・ノグチ

三宅一生プロフィール／作品リ ス ト

発行部数 3,500部

価 格 3,000円

内
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1997年
（平成 9年10月）

丸亀築城四百年記念 丸亀藩京極家名宝

仕 様 47ペーン

編集•発行丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

内 容出品図版（作品解説矢部良明）／エッ セー「野々村仁

清ーその偉大な陶工の生涯と作品」 矢部良明／「丸亀藩

京極家と仁清」 岡佳子／作品目録／仁清と 丸亀藩京極

家関係略年譜表

2,000部

1,500円

発行部数

価格

野々村仁清展

1998年
（平成10年10月）

9
 

開館 7周年記念 荻須高徳と猪熊弦一郎展

仕 様 A4版 3分冊

編集 • 発行丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

内 容 出品図版／作品リス ト／エッセー 「荻須高徳の生涯とそ

の画業」 山田美佐子／「荻須高徳と猪熊弦一郎一猪熊弦

郎の滞仏期を中心として一」 植松由佳／プロフ ィー

ル

1,000部

3,000円

発行部数

価格
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＞
 

その他事業

iミュージアムショップ

ミュージアムショップは 1階エントランスホールに設

けられている。商品は全てオリジナルであり、猪熊弦

一郎自らグッズ製作に携わ った。猪熊の『街では冗 つ

てないもの、美術館だからあるもの』を提供するとい

う姿勢を受け継ぎ、作品をもとにした商品を毎年新し

く開発している。

iiカフェ

これまでは業者に営業委託していたが、 1995年（平成 7

年）6月1日より、カフェレスト MIMOCAの運営を財

団法人ミモカ美術振興財団が行うことにな った。財団

直営となったことにより、すべての美術館施設の運営

が一体化された。1998年か らは、展覧会毎にその内容

と開催期間に合わせた特別メニューを提供しており、

来館者の好評を博している。
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VII 組織図

1995年度 （平成 7年度）

〈理事会〉

匝
1名 阿

門
〈評議員会〉

名2
 

名

時

名
昌
ー

2員

疇
閂
言
謬
〗声
⑫

-

―

―

 

聾宜疇
隅

匠
14名

相 談役 藤 田慎一 郎 大原美術館館長 荒井 茂雄 新制作協会会具

小 倉 忠夫 名古屋ボストン美術館館長

理 事片山 圭之 丸亀市市長 池川 侮女号全 香川大学名抒教授

笹 川 高美 教育長 小田原保雄 丸亀市教育委貝会委員長

山 内 賢明 丸亀市議会議長 鎌田 順二 丸亀市生涯学習部長

松田 正二 丸亀涸工会賊所会碩 長原孝弘副館長

河野 虎雄 丸亀市文化協会会長

臣rrnと 事 香 川 芳弘 丸亀市監査委貝識見委員

秋山 渉 丸亀市収入役

評議員小野 昭七 丸亀市社会教育委貝委貝長 大西康彦彫刻家

森安満里子 婦人団体連絡協議会会長 川 松 美智 丸亀ユネスコ協会事務長

近石美智子 まちづくり女性会議代表 川 崎 展子 洋両家（普通寺西高講師）

大西 洋二 丸亀市小学校研究会図上工作祁会 関 仁広 丸亀教育委員会生涯学習課長

草薙 貞子 丸亀市幼稚園長会会長 岸本 浩 一 丸亀教育委員会文化課長

後 藤 勝代 丸亀市保育所長会会長 酒井 明世 ウイメンズネットワーク香川代表

香 川 仁広 前四国新聞社文化部長 山地 洋子 千供をとりまく文化を考える会

〔1996年 3月31日現在〕
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1996年度 （平成8年度）

言
〈理事

匿王i

1名 阿目 ....... 9名

彗
《評議員会》

匠
13名

相 談役 藤田慎一郎 大原美術館館長

小 倉 忠夫 名古足ボス トン美術館館長

理 事 片 山 圭 之 丸亀市市長

笹 川 高 美教育長

山内 賢明 丸亀市議会議長

松田 正 二 丸亀胤［会議所会頭

河野 虎 雄 丸亀市文化協会会長

£臣Z'=EL 事 香 川 芳 弘 丸亀市監究委員識見委具

秋 山 渉 丸亀市収人役

評 議員 森安満里子 婦人団体辿絡協議会会長

近石美 智子 まちづくり 女性会議代表

大 西 洋 二 丸亀市小学校研究会図工工作部会

草薙 貞子 丸亀市幼稚園長会会長

後藤 勝代 丸亀市保育所長会会長

香 川 仁広ら 前四国新聞社文化部長

大西康彦彫刻家

区回ー曰戸団一匡国 国
1名 1名 2名 18名

荒井 茂 雄 新制作協会会員

池）II敏幸 香川大学名抒教授

小田原 保雄 丸亀市教育委貝会委員長

鎌田 順 二 丸亀市生涯学習部長

長原 孝 弘 副館長

川 松 美智 ）L亀ユネスコ協会事務長

川 崎 展子 洋両家 （善通寺西高購師）

関 宏ヽ 丸亀教育委員会生涯学習課長

岸本 浩一 ）L亀教育委貝会文化課長

酒井 明世 ウイメンズネットワーク香川代表

山地 洋子 チ供をとりまく文化を考える会
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匿—疇
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1997年度 （平成9年度）

門

名
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鯛
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咋

事
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直
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〈評議員会〉
鰐

詞

直

咋

直三立
[”鱈

―

-

―

 

讐冒
[

疇
隅

亨

相 談 役 藤 田 慎 一 郎 大原美術館館長 荒井 茂雄 新制作協会会員

小 倉 忠夫 名古屋ボス トン美術館館長

理 事 片 山 圭之 丸亀市市長 河野 虎雄 丸亀市文化協会会長

笹 川 高美 教育長 小 田 原 保 雄 丸亀市教育委員会委貝長

松下 弘 丸亀市議会議長 鎌田 順二 丸亀市生涯学習部長

松田 正二 丸亀商工会議所会頭 長原孝弘 副館長

よ臣Eと口し 事 香 川 芳弘 丸亀市監査委員識見委員

秋山 渉 丸亀市収入役

評議員小河 廂念 丸亀市社会教育委員委貝長 川 松 美智 丸亀ユネスコ協会事務長

森安満里子 婦人団体連絡協議会会長 川 崎 展子 i羊画家（善通寺西高講師）

大田 政良 丸亀市小学校研究会図工工作部会 浅海 和明 丸亀教育委員会生涯学習課長

植 田 静香 丸亀市幼稚園長会会長 岸本 浩 一 丸亀教育委員会文化課長

大岡 佳子 丸亀市保育所長会会長 酒井 明世 ウイメンズネッ トワーク香川代表

香 川 宏ヽ 前四国新聞社文化部長 山地 洋子 子供をとり まく文化を考える会

大西康彦 彫刻家

〔1998年3月31日現在〕
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1998年度 （平成10年度）

已
〈理事会〉

亘—

1 ~・・・・・・ 鯛
彗

〈評議員会〉

言
謡
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亘
立
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立〗声
虞
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讐二虞
疇
虞

匠
13名

相談役 藤田慎一郎 大原美術館館長 荒井 茂雄 新制作協会会貝

小 倉 忠夫 名古屋ポストン美術館館長

理 事 片山 圭之 丸亀市市長 河野 虎雄 丸亀市文化協会会長

小 佐古公士 教育長 小田原保雄 丸亀市教育委員会委貝長

岩崎 保 丸亀市議会議長 上原 宏 一 丸亀市生涯学習部長

池田 隆 丸亀商工会議所副会頭 岸本浩一副館長

臣nTヒ 事 香川 芳弘 丸亀市監査委員識見委貝

秋山 渉 丸亀市収入役

評議員小河 柑念 丸亀市社会教育委員委員長 川松 美智 丸亀ユネスコ協会副会長

森安満里子 婦人団体連絡協議会会長 川崎 展子 i羊画家

大田 政良 丸亀市小学校研究会図工工作部会 浅海 和明 丸亀教育委員会生涯学習課長

新］II 操 丸亀市幼稚園長会会長 後藤 隆史 丸亀市教育委員会文化課長

大岡 佳子 丸亀市保育所長会会長 酒井 明世 ウイメンズネットワーク香川代表

香川 r 宏 前四国新聞社文化部長 山地 洋子 子供をとりまく文化を考える会

大西康彦彫刻家

〔1999年3月31日現在〕
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IX 利川案内

1995年度まで 開館時間午前 9時30分～午後 5時（入館は 4時30分まで）

休館日 毎週月曜日 （月曜日が休日の場合はその翌 日）、年末年始

観 覧 料常設展 一 般 300円 （団体240円）

中・高生 100円 （団体80円）

企画展 その都度料金設定

無料小学生以下

身体障害者手帳、療育手帳をお持ちの方 （介護者を含む）

中讃広域行政圏に住所をお持ちの65歳以上の方

＊中讃広域行政圏ー丸亀市・ 善通寺市 ・綾歌町 ・

飯山町・ 琴南町 ・満濃町 ・琴平町 ・多度津町・

仲南町の 2市 7町

割引 20名以上の団体 2割引

1996年度から 開館時間 午前10時～午後 6時（入館は 5時30分まで）

父通案内

休館日 年末 ・12月25日～31日、他に展示替えのための臨時休館 （会期中無休）

観覧料常設展 一 般 300円 （団体240円）

大学生 200円 （団体160円）

企画展 その都度料金設定

無料高校生以下

身体障害者手帳、療育手帳をお持ちの方（介護者を含む）

中讃広域行政圏に住所をお持ちの65歳以上の方

＊中讃広域行政圏ー丸亀市・ 善通寺市 ・綾歌町 ・

飯山町・ 琴南町 ・満濃町 ・琴平町・多度津町・

仲南町の 2市 7町

割引 20名以上の団体 2割引

□新幹線を利用する場合

東京～岡山約 3時間

①特急を利用の場合

岡山～丸亀 特急約40分

②マリンライナー （坂出乗換）を利用の場合

岡山～坂出 マリン ライナー約40分

坂出～丸亀 普通約10分

JR丸亀駅から徒歩約 1分
口飛行機を利用する場合

東京～高松空港 約 1時間

①空港からタクシーを利用の場合 約40分

②空港からバス、高松から JR利用の場合 バス 約40分

電車（特急）約20分

□高速道路を利用する場合

岡山～瀬戸中央自動車道 坂出北 ICから丸亀市方面へ約20分

松山か ら 松山・ 高松自動車道 善通寺 ICから丸亀市方面へ約15分

高知から 高知 ・高松自動車道 善通寺 ICから丸亀市方面へ約15分

徳島から 徳島自動車道 美馬 ICから丸亀市方面へ約40分

駐車場◆ JR丸亀駅前地下駐車場を利用 (1時間無料）
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